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は　　じ　　め　　に

慶應義塾大学教養研究センター所長　片山杜秀

　教養研究センターは 2002 年 7 月にできました。以来、もう四半世紀近くが経っています。いったい
なぜその時期に、教養を研究するセンターが作られねばならなかったのでしょう？　逆の方向から言え
ば、どうして 2002 年まではそういうセンターがなかったのでしょう？　たまたまというわけではあり
ますまい。わざわざ作るのにはお金もかかる。人手もいる。誰かが情熱をもって周囲が理解を示さなけ
ればセンターなんてできますまい。やはり 2002 年なら 2002 年ならではの何らかのわけがあったので
しょう。そろそろ当センターとしても自らの歴史を顧みるために、関係者の談話集などでも編纂してみ
ても良い頃合いかもしれません。歴代の所長や副所長に「活動報告書」には残らぬようなそのときどき
の〝内幕〟や〝秘密〟や〝本音〟を語っていただくとか。
　いや、当センターの「活動報告書」は昔から、いわゆる官僚調の作文にはあまりなっていないかと思
うので、毎年の「活動報告書」を読み込めば、改めて見えて来て胸に刻み直さねばならぬこともきっと
多いでしょう。そうそう、『人は大切なことも忘れてしまうから』という本もありましたっけ。松竹大
船撮影所が閉鎖されるというので、関係者に談話をとって 1995 年にまとめられた書籍でした。教養研
究センターは今のところ閉鎖される予定はありませんし、慶應義塾大学あるかぎり続いていくかもしれ
ないと思ってみたりもしておりますが、やはり大切なのは、なぜわざわざセンターが出来て続いている
のかを、関わる者が不断に問い直し、存在意義を確かめ直していくことです。そうでないと何のために
やっているのかがすぐに分からなくなってしまう。人は来て往く。いろんな教職員が来往しているうち
に、たった何年かで、なぜこんなことをしているのか、大本のところを忘れてしまうのです。その意味
でたかが「活動報告書」、されど「活動報告書」なのです。新しいものに目を通して頂けるのもありが
たいですが、「活動報告書」を読む醍醐味は過去の分に遡って読み比べて、過去のここを忘れたからこ
の年度はこうなってしまったのかと反省してみることにあるように思われます。
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※�本報告書では、各プロジェクトを便宜上３つのカテゴリーのいずれかに分類しました。
※�執筆者および本文中で言及されている方の所属・職位は授業、イベント等開催当時のものです。
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2025 年度
事業報告

　旧制の大学教育では、いわゆる教養課程が旧制高
校ないし予科に割り振られ、その時代の慶應義塾大
学でも予科の課程は日吉キャンパスを拠点にしてい
た。専門課程はつまり旧制では大学の予科でなく本
科の担当であって、慶應ならば三田や四谷というこ
とになる。戦後の新制の大学教育でもこの構図は受
け継がれた。１、２年生は教養教育を、３、４年生
は専門教育を受ける。学部によって違うところもあ
るが大きくはそういう仕掛けである。
　でもこの仕掛けは次第に現実と合わなくなってゆ
く。旧制だと予科は３年、本科も３年で、合わせて
６年が大学教育の原則的期間だった。新制ではそれ
が合わせて４年に縮む。新制では小学校から高校ま
では 12 年で、旧制だと尋常小学校から旧制中学ま
でで 11 年だから、新制の大学に入るまでの就学期
間は旧制のそれよりも余裕があるから、旧制から新
制になって大学教育の年限が一概に短くなったとは
言えないけれど、世の中の学問的知識の総量は、た
とえば 20 世紀前半よりも 21 世紀後半以後の方が、
理系でも文系でもだいぶん増大している。大卒者
は、少なくともある専門領域については中卒者や高
卒者よりも遥かに優っていて、アドヴァンテージが
高く、エリートとして使い道があると、果たして本
当に言えるのか。20 世紀も後ろになればなるほど
次第に危うくなっていった。つまり、４年制の大学
では、20 世紀後半以後の複雑化・高度化する一方
の世の中へ、必ずしも有為な人材を送り出せなく
なってきたのである。幾ら教育しても総合的に学ぶ
にはまだまだ足りないし、分野をよほど限っても先
端にまでは追いつかなくなってきたということだ。
　しかし同じ大学の４年でも使い方次第でまだ何と
かなるのではないか。４年のうち２年ずつが教養教
育と専門教育と硬直的に割り振っていることがまず
は問題だ。そこで政府が行ったのが 1991 年の「大
学設置基準の大綱化」であろう。旧制教育以来の教
養と専門の均衡あるカリキュラムにもうこだわらず
ともよい。各大学の裁量に大きく任せる。極端に言
えば教養課程を１年にして専門課程を３年と膨らま
しても、もっと極端には教養課程をほぼゼロにして
専門ばかりを４年間教えても、大学教育として不適
切ということはない。各大学の学部や学科の目標と
するところに合わせてどんなに自由に裁量しても
らっても国家は関与せず。そのような自由な地平の
中で大学教育の本分の達成のために改めて努めよ。

それが 1991 年の大学教育の方向の大転換というこ
とだ。
　とはいえ、〝上〟が転換すると〝下〟もすぐとい
うわけには、教育の場合はなかなか行かない。入試
もあれば必要な教員の問題もある。急に中身を変え
られない。何年もかかる。それからもっと根本的な
問題もある。「大綱化」と、４年制大学が専門教育
の実を上げられなくなってきているとの特に 1980
年代以降の現実とを組み合せれば、そこから教養教
育を減らして専門教育を増やすとの解が自然に導か
れそうなものだが、事はそう単純ではない。現代文
明があらゆる分野で複雑さを増しているということ
は、専門の分野に限らず教養の分野にも言えるだろ
う。大学が４年で足りなくなっているとすれば、小
中高は 12 年で十分だという根拠も危ういものだ。
一般教育が高校までで足りているから、大学でそこ
を積み増さずともよく、その分を専門教育に回して
大丈夫と言えなくては、教養教育を削ってよい理屈
は生まれまい。大学教育とは、あくまで総合人を育
て、そこに各人なりの専門性を付与することによっ
て成り立つのだろうから。総合人そっちのけで専門
人作りに励みたいなら、専門学校の見直しと拡充こ
そが急務となるべきだろう。大学が大学を名乗るか
ぎりは教養を捨てられない。それが宿命なのだ。も
ちろんその宿命は悪い宿命ではない。教養のある専
門人と、教養のある一般人と、教養のない専門人
と、教養のない一般人。普通に考えて一番目と二番
目の人の方が、三番目と四番目の人よりも、よりよ
いのではなかろうか。そういう人を攻めて作るのが
大学なのではないだろうか。
　かくなる理由で「大綱化」の予想させた大学にお
ける教養教育の切り捨ては当初の世間の予想ほどに
は実現せずに経過したと言えるだろう。21 世紀に
求められる専門人は高度化する一方で、21 世紀を
生き抜くために求められる教養の質もややこしくな
るばかりなのだから、大学の４年間のすべてを、一
般的・総合的・教養的教育に充て、本格的専門教育
は大学院以降に委ねるべきだという議論も、2010
年代からは目立っているように思われる。要するに
「大綱化」によって訪れるかに見えた教養教育の危
機は、複雑繁多奇々怪々となる一方の世界の現実を
前にして教養教育の重要性を再認識させる方向へと
転換していったというのが 21 世紀に入る頃からの
経過なのではあるまいか。〝教養の逆襲〟である。
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慶應義塾大学に 2002 年になって教養研究センター
が設置されたのもそうした時流の変化を確認させる
出来事であった。「大綱化」以後の教養教育のもし
かしての消滅への危機意識が教養の意義の旗を振ら
なければと教養研究センターを生み出して、そのセ
ンターがその後の改めての教養教育の問い直し、重
要性の確認を進めてゆく場として機能して今日に及
んできているのではないかと。
　けれどもここで反論もできる。教養教育が重要だ
と言っても、慶應の場合なら学部での教養教育の枠
組みの敷衍で済む内容とすれば、わざわざ諸学部の
外郭に教養研究センターを置く意味があるのかと。
そこはやはりあるのだ。哲学や倫理学や経済学や政
治学や文学や美術や音楽や物理学や生物学や歴史や
近代思想史といった従来の大学の〝教養科目〟では

覆いきれない領域が増殖しているのが複雑極まる現
代社会というものなのだから。時流の変化によって
需要が生ずるのだが、それを満たす新科目を容易に
は供給できない。学部ではどうしても機動的に振る
舞えないということはある。そこで教養研究セン
ターの出番なのだ。対話術やコミュニケーションの
術について、物事の調べ方について、ゲームについ
て、アニメについて、金融について、文理の仕切り
を超えて生命について、などなど。大学の教養教育
の足らざるを補い、アクチュアルな授業やその他の
催事をそれなりに展開できている自負はある。
　詳しくは本報告書の諸項目に譲る。よろしくご高
覧賜りたく。
� （片山杜秀）
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広報・発信

　教養研究センターでは、様々な活動の広報に努
め、センターの意義を常に発信している。講演会や
公開講座などはポスター、チラシによって告知する
とともに、ウェブサイトを活用して最新情報を随時
発信し、研究・教育活動の周知を行っている。ま
た、活動成果を公開する書籍などの出版にも力を入
れている。

１．基盤研究
■『基盤研究「教養研究」講演記録　2025 年度』
PDF版　ウェブサイト掲載
　センターでは、基盤研究として 2017 年度より
「教養研究」という研究講演会のシリーズを行って
いる。本記録では 2025 年度に行われた講演録１本
を収める。

２．アカデミック・スキルズ
■『2025 年度「アカデミック・スキルズ」学生論文
集』
2026 年３月 31 日刊行
　センターの看板科目である少人数制授業「アカデ
ミック・スキルズ」では、学期を通した指導によっ
て学生が論文を完成させる。これを編集し、論文集
として 2004 年度より毎年刊行している。

３．「文理連接プロジェクト」論集
■文理連接研究会論考集『連接』第３号
2025 年４月 30 日刊行
　センターの基盤研究「文理連接プロジェクト」の
参加者による論集。６本の論考を収める。

４．「日吉学」論集
■『日吉学論集』第２号
2026 年３月 31 日刊行
　センター設置の授業「日吉学」の参加者による論
集。22 本の論考を収める。

５．報告書
■『2025 年度第 14 回「庄内セミナー」報告書』
2025 年 11 月 30 日刊行
　※ �2024 年度の第 13 回は実施直前に台風接近によ

り中止となったため、報告書は刊行されず、

回数の番号は飛び番となっている。
■『みなさんmirai プロジェクト 2025 年度活動記
録』（慶應義塾大学未来先導基金・南三陸プロジェ
クト）
2025 年 12 月 10 日刊行
■『教養研究センター 2024 年度活動報告書』
2025 年８月 31 日刊行

６．教養研究センターパンフレット
■ 2026 年３月 31 日刊行
　センターを総合的に紹介するパンフレットのアッ
プデート版。

７．Newsletter（ニューズレター）
■第 46 号　2025 年５月 15 日刊行
■第 47 号　2025 年 11 月 29 日刊行
　教職員とセンター所員を対象とした広報の一環と
して、Newsletter を年２回刊行し、半年間の活動
についてレポートを行い、今後の予定について告知
する。巻頭言などのコラムもある。
� （高橋宣也）

1

教養研究センター基盤研究講演会 no.11

オウム真理教事件を通じて現代社会を見る  
─ 「抑圧されたもの」の回帰のように

日時：2025 年 6月 4日 （水）18：10～19：40
場所：慶應義塾大学日吉キャンパス来往舎 1階シンポジウムスペース

ちょうど 30 年前にオウム真理教団によって引き起こされた地下鉄サリン事件は、宗教的な集団が「先
進国」の都市の真ん中で引き起こした無差別テロとしては、世界で初めての出来事であった。このとき、
世界中の人は「こんなことが起きるのか」と驚いたのだが、その後の短い歴史を振り返ると、2001 年
の 911 テロをはじめ、アメリカやヨーロッパの大都市では、いわゆる原理主義者たちが何度もテロを引
き起こしてきた。オウム真理教によるテロは、21 世紀の政治・宗教的現象の予兆のようなものであった。
有名大学の学生や出身者等の知的エリートをおもなメンバーとしていた教団が、どうしてあのようなテ
ロに走ったのか。オウムの終末論的な世界観、彼らが希求した（人間）関係のあり方などを検討する
と、奇妙なことに気づく。インターネットの大衆的普及の前夜の日本の社会的・文化的な状況がわか
るだけではなく、今まさに国際社会を舞台にして起きていること（たとえばトランプ現象）の本性が見
えてくるのだ。現代社会で起きていることは、「オウム的なるもの」の、幻想の内容としては希釈され
た、しかし社会的な規模としては大幅に拡大された、（意図せざる）
回帰のようなものとして解釈できる。

講師：	大澤　真幸
	 社会学者

司会：	片山　杜秀　
	 慶應義塾大学教養研究センター所長・法学部教授

講師略歴

大澤　真幸（社会学者）

1958 年長野県松本市生まれ。東京大学大学院社会学研究科卒。社会学博士。千葉大学文学部助教授、京都大学大学院人間・
環境学研究科教授等を歴任。現在、個人思想誌『Thinking「O」』（左右社）主宰。

著書
『行為の代数学』（青土社）、『身体の比較社会学』（勁草書房）、『増補 虚構の時代の果て』（ちくま学芸文庫）、『不可能性の時
代』（岩波新書）、『ナショナリズムの由来』（講談社、毎日出版文化賞）、『ふしぎなキリスト教』（橋爪大三郎と共著、講談社
現代新書、中央公論新書大賞）、『自由という牢獄』（岩波書店、河合隼雄学芸賞）、『社会学史』（講談社現代新書）、『〈世界史〉
の哲学』シリーズ（講談社）、『西洋近代の罪』（朝日新書）等、著書多数。
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2025 年度教養研究センター

刊行物一覧

2025 年度第 14 回
「庄内セミナー」報告書
（2025.11.30 刊行）

 

アカデミック・スキルズ 2025
学生論文集

（2026.3.31 刊行）

学生論文集
慶應義塾大学教養研究センター

学
生
論
文
集

慶
應
義
塾
大
学
教
養
研
究
セ
ン
タ
ー

みなさんmirai プロジェクト
2025 年度活動記録
（2025.12.10 刊行）

慶應義塾大学教養研究センター
パンフレット

（2026.3.31 刊行）

慶應義塾大学
教養研究センター
Keio Research Center for the Liberal Arts
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慶應義塾大学教養研究センターニューズレター第46号/2025年5月15日発行

巻頭言	

特集Ⅰ	 「基盤研究」「実験授業」

特集Ⅱ	 「教養研究センター選書」

特集Ⅲ	 【教養研究センター	設置科目】	
	 アカデミック・スキルズ／身体知・音楽／ゲーム学

特集Ⅳ	 「日吉行事企画委員会（HAPP）企画」

特集Ⅴ	 「創造力とコミュニティ研究会」

	 「教養の一貫教育」「学習相談」

活動予定

私の○○自慢

Contents

「自分の頭で考える人財は組織に根付くか」

教養研究センター副所長

寺沢和洋（医学部）
Kazuhiro Terasawa

　もう20年以上前になりますが、修士１年の時に外国へ行
く機会を得ました。当時、日本ではできなかった実験を外
国の研究施設で行うためです（右上写真）。実際には、２
～３人の修士２年の先輩が候補でしたが、就職活動中のた
め行くことができず、後輩の自分に話が回ってきたのです。
　就活といえば、企業の採用担当の方と話すと、どんな学
生さんに来てもらいたいかという話題になり、「組織に馴
染みながらも、自分の頭で考えて自主的に行動できる人財
がよい」という旨の意見に対して、NOという人にまだ出
会ったことがありません。とすると、大学内において、そ
の「自分の頭で考えて」に該当する最たる機会は３、４年
次の卒業研究・ゼミといってよいでしょう。ただ、そのプ
ロセスの完了を待たずに就活は始まってしまいます。いわ
ゆる大学の空洞化です。
　企業側も「自分の頭で」について、さほど問うていない
ように感じられます。研究室にも依りますが、できるかで
きないかやってみなくてはわからない研究（だからこそ研
究である！）をやって、一定のqualityを伴う結果がでな
ければ、卒業（修了）できません。当時、参加していた実
験は学年が詰まっていて、１年でしかるべきupdateを達
成しなくてはならず、しかも修士２年の４月から６月まで
再び渡航していたので、正直かなり焦っていました。外国
での実験は博士後期の先輩の実験でもあり、それを修論の

ネタにすることは全く考えておらず、そんな中、修論を賭
けた12月の実験の恐ろしさは未だに忘れられません。幸か
不幸か、一般企業への就活は行っていませんが、もしして
いたとしても、アピールできる機会はありません。
　とすると、例えば大学受験合格という結果だけでもって、
一旦、就職してしまい、必要に応じて大学に戻れる仕組み
にした方がよいとすら思えてきます。大学で学ぶことがプ
ロセス的なことも含め、社会に出てどう役に立つのか、関
連していくのかも、時としてわかりにくく、一旦社会に出
てからの方がわかりやすいし、足りないところも見えてく
るはずです。
　また、「自分の頭で」を達成できている人は、そもそも、
会社組織等に就職する、雇われる必要もありません。自分
で動けるのですから。そういう人財を求めているとしたら、
完全なジレンマでしょう。更に、「できる奴ほどやめてい
く」という現象にも歯止めがかからないかもしません。
　タイパ・コスパを考えて、自分に降ってきた仕事を必要
以上にやろうとしない若い社員も増えていると聞きます。
ただ、その組織にとどまって仕事をしていることこそが、
タイパ・コスパが悪いことなのかもしれません。
　組織人になると、何か意見があっても、⑴その人個人の
意見なのか、⑵組織の中での立場が言わせているのか、に
ついてはわかりにくく、村山富市さんが首相になっても社
会主義の国にはなっていませんが（後者なので）、⑴と⑵
がイコールでなくなってきた時が、組織にとどまるのか、
外に出るのかを考えるタイミングなのかもしれません。
　後述の実験授業「金融リテラシー入門」はそんなことも
念頭に置いて、取り組む講座になりそうです。Newsletter
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私 の 「 チ ェ ー ン 」 自 慢
「　052日続けて、毎日Great Book・古典を読んでいます。」こう言うと、ストイックな学者のように聞こえるかも 
 しれませんが、実際は「最低5分」のルールを守っているだけです。2016年11月19日に始めたこの「チェーン」
は、「Don’t break the chain! チェーンを切るな！」をモットーに、一日も欠かさず続けています。この春、私は55歳
の誕生日を迎えますが、その日でちょうど3052日連続達成となります。
　日本語の本を読むチェーンもちょっとした自慢です。2019年のクリスマスにうっかり切ってしまいましたが、その
日を除けば3051日連続となります。そのおかげで日常会話や仕事だけでは出会え
なかった言葉やストーリーにインスパイアされてきました。
　実は、他にもいくつかのチェーンがあります。例えば、腕立て伏せのチェーン
は307日連続。フロスのチェーンは1876日継続…おかげで歯科衛生士に褒められ
ています。日本語の新聞に毎日、目を通すチェーンは2688日継続（ほぼ見出しだ
けの日もありますが）。
　このチェーン・システムは目に見えるゲームのような形になっていますので、

「おぉ、ここまで続いたんだ、よくやってきたな！」と自画自賛したりしていま
す。どこまで続けるのか分かりませんが、楽しく継続できたらと思います。
 （ショート ジョン ランドル）
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【全体ガイダンス】
４月２日（水）13：00～ 14：30 

日吉キャンパス独立館DB203
【「学び場」プロジェクト】

４月14日（月）～７月25日（金） 
日吉図書館１階スタディサポート

【学会・ワークショップ等開催支援】 
「鳥の詩学」シンポジウム

４月26日（土）10：00～17：30 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【HAPP】福澤諭吉と北里柴三郎─近代史上の慶應医学部─
５月10日（土）14：00～ 16：00 

日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース
【情報の教養学】第２回：太田雅文 

「TODによるサステナブルな田園都市」
５月14日（水）18：10～ 19：40 

日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース
【HAPP】ライブラリーコンサート2025
５月14日（水）５月16日（金）　日吉図書館

【読書会】「晴読雨読」第15回：若澤佑典 
鳥たちの来襲？ 歌声・かたち・移動

５月30日（金）13：30～14：30 
日吉キャンパス来往舎103/104

【学会・ワークショップ等開催支援】 
第９回総合危機管理学会学術大会

５月31日（土）9：00～ 18：00 
日吉キャンパス来往舎大・中会議室

【HAPP】日吉音楽祭2025
６月29日（日）７月13日（日） 

日吉キャンパス協生館 藤原洋記念ホール
【情報の教養学】第３回：伊藤公平

７月９日（水）16：30～ 18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

庄内セミナー
８月29日（金）～９月１日（月）　山形県鶴岡市

学習相談員による大学生活スタートダッシュ講座： 
勉強から課外活動まで
４月３日（木）、４日（金）16：00～ 17：00 
日吉図書館１階ラウンジ

【情報の教養学】第１回：福井健策 
「わたしの声はわたしのもの？わたしの顔はわたしのも
の？～デジタルレプリカの法律学入門」
４月16日（水）16：30～ 18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【読書会】「晴読雨読」第14回：若澤佑典 
思考のリズム感覚、論理のスタートダッシュ
４月30日（水）13：00～14：00 
日吉キャンパス来往舎103/104

【学会・ワークショップ等開催支援】「近代イギリスの
動物史 歴史学のアニマル・ターン」ブックトーク
５月11日（日）　日吉キャンパス来往舎中会議室

【学会・ワークショップ等開催支援】 
公開シンポジウム「現代ベトナムを知る」
５月14日（水）　日吉キャンパス来往舎大会議室

【学会・ワークショップ等開催支援】フランスにおける
マグレブ系「移民」―アズーズ・ベガーグの『シャア
バの子供』映画上映会と講演会
５月18日（日）　日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【HAPP】新入生歓迎行事 今貂子舞踏公演
５月21日（水）18：00～ 
日吉キャンパス来往舎イベントテラス

【学会・ワークショップ等開催支援】第一回 関東観想実
践カンファレンス ～オートエスノグラフィーと心身変
容の交差点～
６月15日（日）　日吉キャンパス

【学会・ワークショップ等開催支援】第33回日本経営倫
理学会全国研究発表大会シンポジウム「経営倫理基準
としての「利他」の可能性：東洋の経営倫理思想の系
譜と稲盛和夫経営哲学」
７月19日（土）～ 20日（日）　日吉キャンパス来往舎

【みなさんmiraiプロジェクト】合宿
８月８日（金）～ 11日（月・祝）　宮城県南三陸町

欧州原子核研究所（CERN）所内の宿舎から
実験建屋までの道のり

６
月

５
月

４
月

７
月

※活動予定は中止・延期・変更となる可能性があります。

基盤研究
文理連接プロジェクト
　2024年度の「文理連接研究会」は、「人工」を新たな共
通テーマとして定め、３回のゲスト講演と４回のワーク
ショップを行いました（３回目のゲスト講演と１回目の
ワークショップは同日に開催）。昨年度まで年に10回程度
行ってきた小規模の研究会の回数を減らし、その分、半日
または終日開催のワークショップの回数を増やして、活動
をより集中的なものにしました。
　春学期に行われた３回のゲスト講演のタイトルは以下の
通りです。①大澤博隆さん「人工知能と想像力の拡張：他
者の知能から想像力の知能へ」、②杉浦孔明さん「AI研究
における人工アプローチ」、③藤原慶さん「生命科学・化
学にみられる多様な階層の人工細胞」。
　これらの講演をきっかけにしつつ、参加者各自の専門分

野と関心に基づい
て、年度末までに
論考集『連接』第
３号（2025年４月発行予定）への掲載論文を作成すること
を前提に、各自が考察を積み重ねました。８月２日に10名
の参加者が論考の計画発表を行った後に、９月28日と12月
14日に中間発表、３月１日に最終発表を行いました。３月
末までに、文系・理系の多様な分野の研究者による論考集
を完成させる予定です。
　研究会の活動は随時ブログで公開・更新しており、2022
年度、2023年度の成果である『連接』第１号、第２号も閲
覧できます（https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/bunri/）。
 （荒金直人）

実験授業
情報の教養学（2024年度秋学期）
　2024年度秋学期の「情報の教養学」では、２件の講演を
実施しました。
　まず、大澤博隆氏（理工学部准教授）は、ヒューマン
エージェントインタラクション（HAI）、そして物語（特
にSF）の応用に関する講演をしました。HAIは知能がど
う動くのではなく、人間がどう受け取るかを重視しており、
医療や教育など様々な方面で応用されていることを解説し
ました。また、SFがヒントとなって、宇宙開発やロボッ
トなど様々な分野を生み出してきているプラスもある反面、
それにより偏見が生まれる危険を指摘しました。最後に、
ご自身が代表となって活動されているSF研究開発・実装
センターを紹介しました。

　次に、北村崇師氏
（国立研究開発法人産
業技術総合研究所 主
任研究員）は、AIを
用いた意思決定アプリケーションでは、差別が起きている
ことを、例をあげながらまず説明し、そしてなぜAIを用
いると差別が起きるのかを解説しました。差別をなくし、
公平にするのはよいのだが、「公平」そのものは簡単に定
義できない、と議論しました。それを踏まえた上で、差別
をどう検知するのかなど紹介しました。
　いずれの講演も参加者は興味深く聴講し、質疑も活発で
した。2025年度は、春・秋を通して６件の講演を実施する
予定です。 （高田眞吾）

「金融リテラシー入門」
　2025年度秋学期より教養研究センター設置科目として、
SMBCグループ寄附講座「金融リテラシー入門」を月曜５
限に開講致します。2024年度はその開講に先駆けて、４回
の実験授業を実施致しました。４回の各日程・内容は以下
の通りです。
　11月29日「ライフプランを設計する」
　12月２日「金融商品・サービスを活用する」
　12月６日「金融トラブルを回避する、リスクに備える」
　12月９日「資産形成・資産運用の基礎を身に着ける」
　各回とも20～ 40名程が受講し、おそらく個人的な内容
の質問も絡むことから、全体の時間での質問よりも、終了

後に講師に個別に質問する多くの学生さ
んの姿がありました。アンケート結果か
ら、どの回もほぼ90％以上の受講者から
満足との回答を得ました。2025年度に向
けて手応えを感じています。シラバスに
も記述していますが、年金受給だけでは
老後の備えが十分でないことが明確に
なっている昨今、金融リテラシーは、どのような生き方を
したいのか、いつまで働くのか、会社人・組織人として生
きるのか個人で立ち振る舞って生きるのかという問いにも
直結します。秋学期に多くの学生からの受講を期待してい
ます。 （寺沢和洋）

８
月

教養研究センター実験授業  

金融リテラシー入門 
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【問い合わせ先】 教養研究センター  E-mail：toiawase-lib@adst.keio.ac.jp 

お金のことを学んでみませんか。人間万事金の世の中。明治の初めの歌舞伎のタイトルです。福澤諭吉
先生が慶應義塾を学校として軌道に乗せようと奮闘していた頃、世の中ではそんな芝居が流行っていま
した。福澤先生の学問もメインは経済学だったと言えましょう。国家も組織も家族も個人も、それぞれの
財布を十全に使えなければならない。一身が独立するとはお金の心配がなくなってこそなのだ。福澤先
生は口を酸っぱくして塾生に教えていたのです。それから百何十年。世界は万事、ますます金の世の中!  
お金のことを知らねばなりません。大学でももっと教えなくては！  その道のエキスパートに習おう。お待ち
しています！   

第 1回 11 月 29日（金） 
5 限 

テーマ：ライフプランを設計する 

・講師名：牛丸 綾子 
・所属・役職：三井住友銀行 

三田通支店・支店長 

第2回 12 月 2日（月） 
5 限 

テーマ：金融商品・サービスを活用
する 

・講師名①：田村 真一 
・所属・役職：三井住友銀行 

ローン業務部・部長 

・講師名②：皆川 里歩 
・所属・役職：ＳＭＢＣコンシューマ

ーファイナンス 
東京お客様サービスプ
ラザ・主任 

申し込み方法・その他 

 

申込期間：2024年 11月 8日（金）～11月 29日（金）午前9時 00分締切 

会場：来往舎1階 シンポジウムスペース     定員：各回100名 定員になり次第締め切ります 
※各回のQR コードを読み取り、申し込みフォームから申し込んでください（keio.jp 認証あり）。 
※1回でも申し込みはできますが、4回通して受講することを推奨します。4回受講する場合でも、各回に申し込みしてください。 
 

 

第３回 12 月 6日（金） 
5 限 

テーマ：金融トラブルを回避する 
リスクに備える 

・講師名：皆川 里歩 
・所属・役職：ＳＭＢＣコンシューマ

ーファイナンス 
東京お客様サービスプ
ラザ・主任 

第4回 12 月 9日（月） 
5 限 

テーマ：資産形成・資産運用の 
基礎を身に着ける 

・講師名①：竹山 悟史 
・所属・役職：ＳＭＢＣ日興証券 

チーフ・インベストメント・
オフィサー 

・講師名②：安藤 裕康 
・所属・役職：ＳＭＢＣ日興証券 

CIO シニア・ストラテジ
スト兼エコノミスト 

 

教養研究センター選書25／26
『悪の花』の旅 ― ボードレールを読もう
　ボードレール『悪の花』は19世紀ヨーロッパの精華とも
言うべき詩集です。日本には多くの訳業と世界的水準の研
究の蓄積がありますが、今や、文学に興味をもつ学生でさ
え読むには敷居が高いと感じるようです。この詩集、もっ
と言えば西洋の詩全体が日本の文化的風景からほとんど消
えている。これはたいへん残念なことです。『悪の花』は

近代に生きる私たちが情動の共振を得ることができる、唯
一無二の詩集なのですから。
　この小冊子が試みているのは、もはや詩の感動が容易に
伝播してゆかないこの時代であるからこそ、ボードレール
の世界へとこちらから接近して行こう、という、ある旅へ
の誘いです。 （原　大地）

「韓国の若者と徴兵制」
　韓国の漫画喫茶で偶然手にした「ドラゴンボール」の面
白さに魅せられ、日本への留学を決めたのは30数年前のこ
とになります。来日した日、電車の窓越しに見えた景色は
韓国と似ていて、未知の世界に対する不安が和らぐと共に
親近感を感じたことを覚えています。しかし、日本での生
活に慣れてきた際、韓国なら普通に目にするある風景が日
本の日常には存在しないことに気づきました。若い兵士た

ちの姿です。休戦状態の韓国では徴兵制が実施されており、
男性は軍隊に行くことになっているので、大学のキャンパ
ス内で休暇中の兵士に出会うことも不思議なことではあり
ません。韓国の若者にとって最も重要なキーワードとも言
える徴兵制への理解を深める旅を、これから始めてみませ
んか。
 （金　柄徹）

＜選書刊行記念企画＞著者と読む教養研究センター選書 第４回
　一冊の本が新たなお喋りを媒介し、賑やかな会話は新た
なつながりを生み出します。『文芸共和国の歩き方』出版
を契機として、日吉で行われてきた／行われている「生き
生きとした会話の響き」が一つの教室を越えて、キャンパ
スを跨ぎ、あるいは大学の外にも広がっていけばいいなと
思っています。今回の企画においても、自著解説をすると
いうよりは、この本を手がかりにして日吉という場を語る、
普段は会う機会のない人たちと言葉を交わしてみる、とい
う点にフォーカスしました。当日は日吉所属の文学部、法
学部、医学部の学生さんに加えて、三田からも文学部の２
年生・４年生たち（卒業を控えたかつての教え子が二
人！）も来場してくれました。
　日吉専任者では教養研究センター関係者に加え、中国

語・イタリア語・韓国語といった語
学分野の同僚、人文分野では歴史学
の専門家、さらには退職された名誉
教授の先生など、来場者の多様な
バックグラウンドに支えられ、話が
弾みました。広報に際しては、日吉
美術研究室のデザインセンスと経験
蓄積に助けられました。『文芸共和
国の歩き方』に響く声は、私自身の
声でありつつ、こうした本をめぐる会話の声でもあり、出
版を契機として「これから」生まれるであろう未来の賑や
かな声も含んでいます。
 （若澤佑典）

《2025年度教養研究センター選書　原稿募集》
　教養研究センターでは、2003年度以来「教養研究センター選書」を刊行しております。この企画は、当センター所
属の研究者が、その学術研究の成果の一端を、学生を中心とする一般読者にいち早く発
信して新鮮な知の一石を投じ、研究・教育相互の活性化を目指そうとするものです。
■応 募 資 格：教養研究センター所員（共同執筆も可）
■内　　　容： 研究分野は問わない。学術論文とは異なる啓蒙的な切り口で、先端的な

研究成果を紹介し、学生や一般読者に新鮮な知の形成に立ち会う機会を
提供するもの。

■申 込 締 切 日：2025年８月末
■原稿提出締切日：2025年９月末
●詳細は別途所員宛にご案内いたします募集要項をご確認ください。
※締切日につきましては変更になる可能性があります。
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日吉キャンパス来往舎 1階
シンポジウムスペース

金

慶應義塾の塾生・教職員、大学教員、研究者
高校生・大学院生も歓迎！

慶應義塾大学 教養研究センター toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

慶應義塾大学 教養研究センター 広報協力 慶應義塾大学 日吉美術研究室

3月 日14 13:00~15:00
選書
著者

教養研究センター所員が独創的な論考を平易なスタイルで紹介する、
個性ある魅力的なシリーズです。諸国の文学、言語、哲学、芸術表
現、社会学など、様々な学部に所属する所員の多様な関心を反映して、
多彩なテーマで刊行されています。
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特集Ⅲ	 「庄内セミナー」「日吉学」「エンターテインメントビジネス論」	
	 「身体知」

特集Ⅳ	 「日吉行事企画委員会（HAPP）企画」

特集Ⅴ	 「日吉キャンパス公開講座」「みなさんmiraiプロジェクト」	
	 「HRP2025	踊る日吉キャンパス」

活動予定	

私の○○自慢	

Contents

100年、80年、40年──周年に響くレクイエム

教養研究センター副所長

高橋宣也（文学部）
Nobuya Takahashi

　今年2025年は「昭和100年」なのだそうです。令和も平
成も飛び越えて、レトロに昭和を懐かしむ風潮からすれば、

「古き良き昭和」を振り返るのには格好の節目というとこ
ろでしょうか。しかしその昭和には第二次世界大戦という
厄災もあり、今年はその終結80年でもあります。人間が自
らにもたらした悲惨から、世界の人々は愚行の所以を学び、
困難はあっても、この80年の間に賢明な進路を辿ろうと努
めてきたはず。
　そこにもう一つ、日航ジャンボ機墜落事故から40年とい
う月日に感慨も浮かびます。ここ100年に大いに躍進した
科学技術の負の面として忘れ難い大事故です。当時学生
だった私が所属していた大学オーケストラの後輩の親御さ
んがそこで亡くなりました。戦後日本のオーディオブーム
を支えた技術者でいらしたといいます。陽の照りつけるな
か仲間たちと葬儀に参列したあの日のことは、今も脳裏に
焼き付いています。
　そうした節目の今年、日本ではいくつかのオーケストラ
がブリテン作曲の〈戦争レクイエム〉の公演を行いました。
第二次世界大戦で破壊された聖堂の再建を記念して書かれ
た大曲です。この曲では、大戦の犠牲者を通例のラテン語
典礼の形式に則って悼みながら、その進行に第一次世界大

戦で戦死した詩人オーエンの英語詩の歌が割って入り、戦
場で敵対した者たちが嘆き、死神と戯れ、遂には和解へと
向かいます。日陰にある人や子どもの心情に寄り添うこと
を本領とするブリテンが、筋金入りの平和主義者として敢
えて公の場に向けて放った、渾身の音楽モニュメントです。
　ブリテンが描く慰藉への道は、ひと筋にはいきません。
大砲は、悪を撃つ有効な手段であり、魂から断ち切られる
べき禍々しい兵器でもあります。ラテン語の式次第ではア
ブラハムの子孫はフーガ形式で増殖するのが当たり前なの
に、そこにオーエンの詩が邪魔に入って寓話の常道を逆転
させてしまい、アブラハムは息子イサクを殺害、それに
伴ってヨーロッパの人口は減っていきます。しかしそれで
も、個としての人は死にまみえても敵対者と向き合い、当
の相手に寄り添い、安息の眠りへと互いをいざなうのです。
　この作品にはいまだ現代に通じるアクチュアリティーが
ある、という事実はむしろ不幸なことなのですが、それで
もこの戦後80年の折に演奏すること自体が、悲劇を振り返
り、死者を記憶し、前進する力を聴き手にもたらしてくれ
ます。
　事故による死も、戦禍の犠牲のことも、周年の節目は思
いを致す縁となります。記憶はやがては風化し変容するを
免れませんが、立ち止まって省みることをやめれば、それ
は結局は知性を、教養を手放すことにつながるでしょう。
芸術作品の体験は、そんな人間性の劣化を阻む真摯な行為
となるはずです。〈戦争レクイエム〉を締めくくる曖昧で
謎めいた、しかしほのかに暖かい長調の「アーメン」
にこもった希望の響きに、私はじっと耳を傾けます。

Newsletter
November, 2025.  No.47

慶應義塾大学教養研究センター（Keio Research Center for the Liberal Arts）
発行日￤2025年11月29日　代表￤片山杜秀
〒223–8521 横浜市港北区日吉4–1–1　TEL| 045–566–1151　 Email¦ lib-arts@adst.keio.ac.jp

https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/

私 の 「 ス ー パ ー 銭 湯 」 自 慢

私は毎週のようにスーパー銭湯に通っています。最初は気分転換のための、ささやかな習慣にすぎませんでし
た。しかし、気がつけば関東圏のスーパー銭湯はほとんど巡り終えていました。最近では新幹線に乗り、関東

周辺の温浴施設へと足を延ばすようになりました。いわば“湯活遠征”です。
　学会や研究発表で地方を訪れた際にも、現地のスーパー銭湯に立ち寄ることが少なくありません。東京の施設とは
異なる趣や、地元の人々の何気ない会話、湯の肌触り、湯上がりの空気には、その土地ならではの風土がにじみ出て
います。日常を少し離れて、世界を別の角度から見つめ直すような、そんな時間がそこにはあります。
　私たちが所属する日吉キャンパスの近くには、「綱島源泉 湯けむりの庄」という名
湯があります。綱島は昭和初期に温泉街として栄え、「東京の奥座敷」とも呼ばれて
いました。今ではその面影も薄れましたが、湯けむりの庄に足を踏み入れると、当時
の風情がかすかに感じられます。黒湯の天然温泉や炭酸泉、和の趣を感じさせる内装
など、館内は癒しに満ちた空間です。
　そして湯上がりには、決まってビールと軽いつまみをいただきます。火照った体に
冷たい一杯が染みわたるとき、「ああ、また一週間、頑張れそうだな」と感じます。
スーパー銭湯は、私にとって癒しであると同時に、ささやかな再出発の場でもあるの
です。
 （システムデザイン・マネジメント研究科　水門善之）

　

【想像力とコミュニティ研究会30】 
すごいぞ！シロアリのコミュニティ

９月30日（火）18：30～ 20：00　カドベヤ
【基盤研究】文理連接プロジェクト第４回　中間発表１

10月４日（土）日吉キャンパス来往舎103・104
古楽アカデミー・オーケストラ・小合唱／ヴェルニゲ

ローデ放送合唱団青年部(ドイツ)との合同・交流演奏会
10月12日（日）　藤原洋記念ホール

【「学び場」プロジェクト】
10月13日（月）～ 2026年１月23日（金） 

日吉図書館1階スタディサポート
【想像力とコミュニティ研究会32】得我（描）く 

ワタシとI do meするわたし〜命の伝道師を目指す、 
新しい自分探しと自己選択の軌跡〜

11月４日（火）18：30～ 20：00　カドベヤ
【読書会】「晴読雨読」第18回：若澤佑典

11月12日（水）17：00～18：00　日吉キャンパス来往舎103/104
【学会・ワークショップ等開催支援】国際シンポジウム： 

ウクライナ文化の奥深さと多様性─最前線からの報告
11月19日（水）13：50～ 18：10 

日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース
【学会・ワークショップ等開催支援】日吉キャンパスにえがく夢 
─第五校舎跡地から考える持続可能なキャンパスライフ─

12月（予定）　日吉キャンパス内
【学会・ワークショップ等開催支援】 

慶應義塾大学体育研究所・公社）全国大学体育連合関東
支部共催ワークショップ「ルーブリック活用のための

ワークショップ&ディスカッション」
12月６日（土）　日吉キャンパススポーツ棟

教養の一貫教育vol.12　舞踏家・小林嵯峨による 
舞踏ワークショップ「こころ」

12月17日（金）15：15～ 17：30　高等学校日吉協育ホール
【読書会】「晴読雨読」第19回：若澤佑典

12月（予定）日吉キャンパス内
コレギウム・ムジクム・オーケストラ演奏会

１月７日（水）　藤原洋記念ホール
古楽アカデミー・オーケストラ・小合唱演奏会

１月10日（土）　藤原洋記念ホール

【日吉キャンパス公開講座】「自然と人工」
１回目：10月４日（土）、２回目：10月25日（土） 
３回目：11月８日（土）、４回目：11月15日（土） 
５回目：11月29日（土） 
13：00～16：15　日吉キャンパスD101教室／藤原洋記念ホール（11/15のみ）

【学会・ワークショップ等開催支援】私の身体と記憶を
紡ぐ─アンナ・バースによる舞踏と即興ワークショップ
10月７日（火）　日吉キャンパス来往舎大会議室

【情報の教養学】第４回：山中祥太「使いやすいユーザ
インタフェースのデザインを理論的に研究する」
10月22日（水）16：30～ 18：00　日吉キャンパス来往舎大会議室

【想像力とコミュニティ研究会31】 
ダンスで世界をつなぐ　東京⇔ベルリン 
パフォーマンスプロジェクト チームMIMIZUの挑戦
10月28日（火）18：30～ 20：00　日吉キャンパス来往舎大会議室

【情報の教養学】第５回：山本龍彦 
「AI×アテンション・エコノミーと人間の尊厳 
─SNSはあなたを幸福にしていますか？─」
11月５日（水）16：30～ 18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【情報の教養学】第６回：高道慎之介「音のAIを知り人間を知ろう」
12月３日（水）16：30～ 18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【HAPP】新入生歓迎行事／ジェンダーレスなインプレッションメイク
12月５日（金）16：30～18：30 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【基盤研究】文理連接プロジェクト第５回　中間発表２
12月６日（土）　日吉キャンパス来往舎103・104

【学会・ワークショップ等開催支援】 
Analytic Number Theory and Special Functions
12月８日（月）～ 10日（水）　日吉キャンパス来往舎

【HAPP】新入生歓迎企画／教養の一貫教育Vol.11 
「永井荷風文学賞リレー講演会」１
12月12日（金）15：15～ 17：45　高等学校日吉協育ホール

【基盤研究】文理連接プロジェクト第６回　最終発表
2月28日（土）　日吉キャンパス来往舎103・104

【読書会】「晴読雨読」第20回：若澤佑典
３月（予定）日吉キャンパス内

第二次世界大戦で爆撃されたイギリス、コ
ヴェントリー大聖堂の今に残る廃墟。この隣
に建立された新しい聖堂のためにブリテンの
曲は書かれた。

12
月

11
月

10
月

１
月

※活動予定は中止・延期・変更となる可能性があります。

基盤研究
教養研究講演会 no.11 オウム真理教事件を通じて現代社会を見る─「抑圧されたもの」の回帰のように

　教養研究センターは看板通りに教養を研究すべし。教養
の中でも大切なのはたとえば宗教。というわけで、ここ何
年か、宗教をテーマに講演会を行っています。でも、いわ
ゆる新興宗教についてはまだだったのです。そこで、社会
学者の大澤真幸先生をお招きし、６月４日に開催したのが

「オウム真理教事件を通じて現代社会を見る─「抑圧され
たもの」の回帰のように」でありました。地下鉄サリン事
件はちょうど30年前。戦後50年の年でした。東京のど真ん
中での毒ガスを用いた無差別テロ。しかもそれを新興宗教
団体が起こした。あまりに異常で例外的。でも30年たって
そう言えるのか。本講演の問題意識でしょう。そもそも流

行する新興宗教の危機意識の
もちようや極端な行動とは、
後から考えれば未来の尖鋭な
先取りであることが多いので
す。オウム真理教の場合も、
2020年代になってみれば、た
とえば超大国の行動原理の先
取りのように解釈しうる。そ
うした観点からの縦横無尽な
語りに会場は震撼したのでし
た。 （片山杜秀）

読書会「晴読雨読」アイデアの系譜学
　「書籍と発想を持ち寄る」本読書会も、企画実施３年目
を迎えました。日吉キャンパスの季節感を意識しつつ、毎
回「ちょっと謎めいた、しかし自分も何かを言いたくな
る」お題を掲げ、来往舎103/104号室に集っています。25
年度の初回は、新生活が始まる春ということで「思考のリ
ズム感覚：論理のスタートダッシュ」（４月30日）と銘打
ちました。第２回は『鳥たちのフランス文学』に触発され、

「鳥たちの来襲？：歌声・かたち・移動」（５月30日）とい
うお題に。第３回の「熱帯的感受性：ムシムシの彼岸にあ
る言葉たち」（７月16日）では学期末の疲弊感を言語感覚
に取り込み、第４回の「弱音の効用：フラジャイルなもの
の愛で方・接し方」（８月７日）ではヨシタケシンスケの

絵本を扱いました。時
に他キャンパス（三田
に加えて、信濃町の医
学部生も！）からの参
加、慶應義塾高校の生
徒や先生方の来訪、通
信教育課程や卒業生の
みなさんのコミットメ
ントによって、毎回創
造的な混沌が生まれて
います。
 （若澤佑典）

文理連接プロジェクト

　2025年度の「文理連接研究会」は、昨年度に続き「人
工」という共通テーマの下で、２回のゲスト講演と４回の
ワークショップを行い、年度末に論考集『連接』第４号

（2026年４月発行予定）を作成します。
　１回目のゲスト講演（５月24日）は冨岡薫さん（東京大
学特任研究員）による「日本における人工妊娠中絶の歴史
と現状：過去、現在、そして未来へ」、２回目のゲスト講
演（６月28日）は金子晋丈さん（理工学部）による「ネッ
トワーク：自然と人工のインタラクション」でした。この
２回の講演を今年度の出発点として、研究会の参加者（随
時募集中）各自が、それぞれの専門分野の視点から、年度
末までに「人工」についての考察をまとめます。
　７月19日に論考の計画発表、10月４日と12月６日に中間

発表、２月28日に最終発表を行
い、文理を跨ぐ異なる分野の研
究者たちが、「人工」に係わる
様々な主題について自由に議論
をし、大いに触発し合います。
　研究会の活動については随時
ブログで公開しており、2022年度から2024年度までの成果
である『連接』第１号、第２号、第３号も閲覧できます

（https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/bunri/）。研究会への参加は
基本的に研究者・教員に限定していますが、どなたでも気
軽にご参加いただけます。関心のある方はぜひご連絡くだ
さい。
 （荒金直人）

大澤 真幸
Masachi Osawa

6 月 4 日（水）
18:10 ～ 19:40

no.11

主催 ： 慶應義塾大学教養研究センター お問合せ ： toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

日吉キャンパス来往舎 1F

シンポジウムスペース

プロフィール

　1958年長野県松本市生まれ。東京大学大学院社会学
研究科卒。社会学博士。千葉大学文学部助教授、京都
大学大学院人間・環境学研究科教授等を歴任。現在、
個人思想誌『Thinking「O」』（左右社）主宰。『行
為の代数学』（青土社）、『身体の比較社会学』（勁
草書房）、『増補　虚構の時代の果て』（ちくま学芸
文庫）、『不可能性の時代』（岩波新書）、『ナショ
ナリズムの由来』（講談社、毎日出版文化賞）、『ふ
しぎなキリスト教』（橋爪大三郎と共著、講談社現代
新書、中央公論新書大賞）、『自由という牢獄』（岩
波書店、河合隼雄学芸賞）、『社会学史』（講談社現
代新書）、『〈世界史〉の哲学』シリーズ（講談
社）、『西洋近代の罪』（朝日新書）等、著書多数。

無料・予約不要

対象：研究者、教職員、関心のある学部生・大学院生

ちょうど30年前にオウム真理教団によって引き起こされた地下鉄サリン
事件は、宗教的な集団が「先進国」の都市の真ん中で引き起こした無差
別テロとしては、世界で初めての出来事であった。このとき、世界中の
人は「こんなことが起きるのか」と驚いたのだが、その後の短い歴史を
振り返ると、2001年の911テロをはじめ、アメリカやヨーロッパの大都
市では、いわゆる原理主義者たちが何度もテロを引き起こしてきた。オ
ウム真理教によるテロは、21世紀の政治・宗教的現象の予兆のようなも
のであった。

有名大学の学生や出身者等の知的エリートをおもなメンバーとしていた
教団が、どうしてあのようなテロに走ったのか。オウムの終末論的な世
界観、彼らが希求した（人間）関係のあり方などを検討すると、奇妙な
ことに気づく。インターネットの大衆的普及の前夜の日本の社会的・文
化的な状況がわかるだけではなく、今まさに国際社会を舞台にして起き
ていること（たとえばトランプ現象）の本性が見えてくるのだ。現代社
会で起きていることは、「オウム的なるもの」の、幻想の内容としては
希釈された、しかし社会的な規模としては大幅に拡大された、（意図せ
ざる）回帰のようなものとして解釈できる。
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2025 年度教養研究センター主催読書会　晴読雨読

弱
音
の
効
用

問い合わせ：
toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

若澤佑典文学部准教授
　（日吉・英語）　　

１３： 00 ～
１４ ： 00　（予定）

※途中入退室可

場所 ：日吉キャンパス

来往舎1 階 103/104

対象 ： 塾生・ 教職員

（卒業生、 高校生も

来場を歓迎します！）

 ★事前登録不要★

アイデアの系譜学⑰

「アイデアの系譜学」読書会とは…
「アイデアの歴史」（History of Ideas）という学問分野を参照しつ
つ発想の生成・循環・変容をテーマに「あれこれ喋る」、書籍持ち寄
り型の会になります。前回からの継続参加、今回のみの単発参加の
両方を歓迎します。
日吉の１～２年生だけでなく、三田の上級生、湘南藤沢や信濃町から
の参加、時には高校生や教員たちの「往来がある」ことが本会の特
徴です。当日、どんな流れになるかは、集まってみるまで主催者も分
かりません。「創造的な混沌」を目指す場です！

フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル
な
も
の
の
愛
で
方
・接
し
方＜「良い弱音」もあるらしい＞

弱さは隠すものでも、克服するものでもなく、「共」に生きて
いく「友」にもなれるようです。キーは弱さの言語化です。ヨ
シタケシンスケ『ヨイヨワネ』のあおむけ編とうつぶせ編を参
照しながら、あるいは松岡正剛『フラジャイル：弱さからの出
発』を紹介しながら、弱さについて、愉快軽快に語るスタイル
を探ってみます。
情感的湿気ムンムンの「弱音」という単語も、「ヨワネ」と書
くとなんだか可愛く思えてきます。ひょっとしたら、われわれ
に必要なのは「弱さの概念的な掘り下げ」ではなく、言葉の波
打ち際で「その音や形で遊ぶ」デザイン感覚なのかもしれませ
ん。弱さへの学問的正面突破ではなく、言語遊戯的な「すり抜
け方」を数冊の本と共に考えます。夏休みの静かなキャンパス
で、ブックトークを満喫いたしましょう！

8月 7日 （木）

情報の教養学（2025年度春学期）
　2025年度春学期の「情報の教養学」では、３件の講
演を実施しました。
　まず、福井健策氏（弁護士）は、生成AIと権利に
ついて講演しました。近年のAIは画像、動画、声な
どのコンテンツを生成できることをまず述べ、その上
で、無断で本物を模倣し公開されている例をとりあげ
ました。このようなコンテンツに対して著作権や肖像
権などの権利がどのように適用されるのか、問題はど
こにあるのかなどを議論しました。
　次に、太田雅文氏（東急総合研究所フェロー）は、公共
交通機関に基づいた都市づくり（TOD; Transit-Oriented 
Development）について講演しました。TODそのものの
考え方から始め、東急沿線でどのようにそれを行ってきた
のか、「サステナブル」の観点から今後どう考えるべきか
などを議論しました。
　最後に、伊藤公平塾長は、慶應義塾で学ぶことに対する
考え方について講演しました。まず、1880年代の慶應義塾

とハーバード大学の関係を例に取り上げ、歴史は自分がと
るべきスタンスの参考になると述べました。そして、10～
20代こそじっくりと考え、知識やいろいろな考え方を身に
つける時期であり、読む力、書く力の重要性について述べ
ました。
　いずれの講演も参加者は興味深く聴講し、質疑も活発で
した。2025年度秋学期は３件の講演を実施する予定です。
 （高田真吾）

学習相談
　今学期も各相談者のニーズに合わせ、様々なアドバイス
をしてまいりました。相談の内容は多岐にわたりましたが、
多かったものとしては、レポートの書き方や既にできたレ
ポートに対するアドバイス、参考文献の書き方などでした。
相談員の間でも引継ぎなどでコミュニケーションをとり、
各相談者の疑問や不安を少しでも解消できるように努めて
まいりました。
　一方で学習相談デスクで待機していると、通りがかった
友人に何をしているのか声を掛けられることも多く、学習
相談の知名度が低いことを残念に思ったこともありました。

相談者の中にはポスターを見て
来てくださった方も多くいたこ
とから、今後はポスターの増設
やイベントの開催などの広報に
力を入れたいです。そして「学
習相談の存在を知っていたら利
用したのに」というような方を
少しでも減らせるよう励んでま
いります。
 （間瀬春佳・法学部２年）

学学習習相相談談
日吉メディアセンター

レポートの筆、
止まってしまったら…

・そもそも課題に何を書けばいい？
・レポートの構成って？
・資料の使い方がわからない…
・参考文献/注の使い方を知りたい
・伝わるプレゼン方法は？

…その悩み、先輩に相談
してみませんか？

新新入入生生
必必見見！！

各種メディアで情報発信中！

◇実施日時：2025年 4/14(月)～7/25(金)
◇場所：日吉図書館1階 スタディサポート

直接カウンターまでお越しください！
Webサイトよりご予約も受け付けます。

お問い合わせ：mc-hys-ref@adst.keio.ac.jp
共催 日吉メディアセンター・教養研究センター・日吉学生部

学学生生相相談談員員がが、、同同じじ学学生生目目線線でで
アアドドババイイススししまますす！！

2025.04

学習相談員による大学生活スタートダッシュ講座─勉強から課外活動まで─
　期待と春の陽が輝く新学期、学生生活や勉強に対する
新入生の不安を和らげることを目的とし、学習相談員に
よるトークイベントを開催しました。４月３日・４日の
両日合わせて47名の参加がありました。
イベント前半では学習相談員の時間割等を紹介し、後半
では学部別にグループに分かれての質問タイムを設けま
した。質問タイムでは、学習に関することはもちろん、
サークル等の課外活動の話題も広がり、相談員一同も新
鮮な気持ちでアドバイスしました。ある参加者の質問が
他の参加者の疑問解消につながる場面も何度かあり、グ
ループでの質問タイムの有効性が見られました。

昨年の反省を踏まえ、
日程を履修登録前に
設定し、後半の質問
タイムを長めに確保
することで、時間割
の相談や個々の疑問
に丁寧に対応できま
した。次回の企画で
も、参加の促進と一人ひとりのニーズに沿ったイベント
運営の両立を図ってまいります。
 （福吉諒吉・経済学部３年）
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文理連接研究会論考集『連接』
第３号
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Ⅰ　研究関連プロジェクト

基盤研究・一般研究・
特定研究

　教養研究センターの活動は多岐に及ぶが、大きく
は３つに分類されている。その１が「研究関連プロ
ジェクト」。以下の諸々が含まれる。
　「基盤研究」の中の「教養研究」はその名の通り
で、教養とは何か、その肝の部分を深掘りしようと
研究し、ここ何年かは宗教をひとつのテーマにして
いる。
　やはり「基盤研究」に属する「教養連接研究」は
２本柱でやっている。１本目は日吉キャンパスの地
の利を生かした大学と高校とを教養教育の場として
連接させようとする試み。大学生と高校生が一緒に
参加するということ。実験授業として行われている
「庄内セミナー」にもこのやり方が敷衍されている。
２本目は文理の連接。融合ではなく連接というのが
ミソで、教養研究センターの所員になっていただい
ている文系と理系の教員のみなさんが共同して研究
会を重ねてゆき、ひとつのテーマに両面から切り込
んで連接させる。教養研究センターの設置授業とし
て長年展開してきている「生命の教養学」とも性質
においては触れ合うところがあり、日吉における今
日的教養教育を考えるうえでも重要な部位を成す。
　学会等の開催支援は、教養研究センターの所員の
先生方の携わる様々なご企画をサポートしてゆく事

業だが、予算等の面でまだまだ及ばぬことも多かろ
う。選書刊行やそれに関わる催事も所員の先生方の
研究発表の媒体として機能していると心得ている。
読書会は正規の授業の厳めしさを離れて教職員や学
生が自由に意見を交わせる場として設けられてお
り、たくさんの企画を並行して走らせられればそれ
に越したことはない。中心になって開いていただけ
る先生を常に募集している。最終講義は日吉キャン
パス所属の教員にはその習慣や制度が無かったと
言ってよい状態が続いてきたのを教養研究センター
として変えたく制度化して定着をはかっているもの
である。
　他にも触れるべきことはあろうが、最後に特記し
ておきたいのは、来往舎２階のプロジェクト研究室
についてである。６室あって、教養研究センターの
縄張りとされている部屋もある。日吉の先生方が受
け入れる外部の研究者の居場所として、あるいは会
合の場として機能するものだが、日吉キャンパス全
体の問題として、教室のみならず研究室も飽和して
きている現状があり、諸研究所と歩調を合わせての
様々な見直しがなされている。今後も時々での最適
な利用のかたちを探って参りたい。
� （片山杜秀）

2025 年度・プロジェクト研究室（204 室・205 室） 利用申請一覧
研究代表者 研究テーマ

津田　眞弓・経済学部教授 デジタル化時代の古典文学・書誌学の研究と教育

小原　京子・理工学部教授 人間の言語理解と生成AI：大学授業における生成AI 利用の可能性を探る

阿久澤武史・慶應義塾高等学校教諭 地域と連携した日吉地区の戦争遺跡の研究と教育的活用

劉　　慶紅・経営管理研究科教授 AI 倫理とマネジメント

1研究関連.indd   111研究関連.indd   11 2026/08/17   14:552026/08/17   14:55
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Ⅰ　研究関連プロジェクト

基盤研究
教養研究

　「基盤研究」中の「教養研究」はこのところ「宗
教」をテーマに継続してきているが、2025 年度は、
基盤研究講演会の通算で第 11 回目として、講師に
社会学者の大澤真幸氏を迎え、「オウム真理教事件
を通じて現代社会を見る　─「抑圧されたもの」の
回帰のように」と題して、６月４日の夜、来往舎１
階のシンポジウムスペースで行った。大澤氏がくだ
さった講演趣旨の文章を以下に引かせていただく。
　「ちょうど 30 年前にオウム真理教団によって引き
起こされた地下鉄サリン事件は、宗教的な集団が
「先進国」の都市の真ん中で引き起こした無差別テ
ロとしては、世界で初めての出来事であった。この
とき、世界中の人は「こんなことが起きるのか」と
驚いたのだが、その後の短い歴史を振り返ると、
2001 年の 911 テロをはじめ、アメリカやヨーロッ
パの大都市では、いわゆる原理主義者たちが何度も
テロを引き起こしてきた。オウム真理教によるテロ
は、21 世紀の政治・宗教的現象の予兆のようなも
のであった。有名大学の学生や出身者等の知的エ
リートをおもなメンバーとしていた教団が、どうし
てあのようなテロに走ったのか。オウムの終末論的
な世界観、彼らが希求した（人間）関係のあり方な
どを検討すると、奇妙なことに気づく。インター
ネットの大衆的普及の前夜の日本の社会的・文化的
な状況がわかるだけではなく、今まさに国際社会を
舞台にして起きていること（たとえばトランプ現
象）の本性が見えてくるのだ。現代社会で起きてい
ることは、「オウム的なるもの」の、幻想の内容と
しては希釈された、しかし社会的な規模としては大
幅に拡大された、（意図せざる）回帰のようなもの
として解釈できる。」
　つまり 30 年前に「カルト教団」の引き起こした
あまりに異常と思われた出来事が、今日の世界の予
兆というか、その後あちこちで繰り返されてゆくパ
ターンの原型をなし、それが変奏されながら反復
し、ついには米国の大統領の振る舞い方にまで及ん
でいるという筋書きである。20 世紀末のオウム真
理教が 21 世紀の世界に先駆けるまさに「前衛」で

あったとも解される論旨で、実に刺激極まる鮮烈な
内容で、会場に大きな反響を巻き起こした。あまり
に異様と思われた事象があとから考えると未来を先
取りしていた！　それに気づいていく人が現代史を
尖端的に意味づけられる。大澤氏の眼力が冴えわ
たった一夜だった。
� （片山杜秀）

大澤 真幸
Masachi Osawa

6 月 4 日（水）
18:10 ～ 19:40

no.11

主催 ：慶應義塾大学教養研究センター お問合せ ： toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

日吉キャンパス来往舎 1F

シンポジウムスペース

プロフィール

　1958年長野県松本市生まれ。東京大学大学院社会学
研究科卒。社会学博士。千葉大学文学部助教授、京都
大学大学院人間・環境学研究科教授等を歴任。現在、
個人思想誌『Thinking「O」』（左右社）主宰。『行
為の代数学』（青土社）、『身体の比較社会学』（勁
草書房）、『増補　虚構の時代の果て』（ちくま学芸
文庫）、『不可能性の時代』（岩波新書）、『ナショ
ナリズムの由来』（講談社、毎日出版文化賞）、『ふ
しぎなキリスト教』（橋爪大三郎と共著、講談社現代
新書、中央公論新書大賞）、『自由という牢獄』（岩
波書店、河合隼雄学芸賞）、『社会学史』（講談社現
代新書）、『〈世界史〉の哲学』シリーズ（講談
社）、『西洋近代の罪』（朝日新書）等、著書多数。

無料・予約不要

対象：研究者、教職員、関心のある学部生・大学院生

ちょうど30年前にオウム真理教団によって引き起こされた地下鉄サリン
事件は、宗教的な集団が「先進国」の都市の真ん中で引き起こした無差
別テロとしては、世界で初めての出来事であった。このとき、世界中の
人は「こんなことが起きるのか」と驚いたのだが、その後の短い歴史を
振り返ると、2001年の911テロをはじめ、アメリカやヨーロッパの大都
市では、いわゆる原理主義者たちが何度もテロを引き起こしてきた。オ
ウム真理教によるテロは、21世紀の政治・宗教的現象の予兆のようなも
のであった。

有名大学の学生や出身者等の知的エリートをおもなメンバーとしていた
教団が、どうしてあのようなテロに走ったのか。オウムの終末論的な世
界観、彼らが希求した（人間）関係のあり方などを検討すると、奇妙な
ことに気づく。インターネットの大衆的普及の前夜の日本の社会的・文
化的な状況がわかるだけではなく、今まさに国際社会を舞台にして起き
ていること（たとえばトランプ現象）の本性が見えてくるのだ。現代社
会で起きていることは、「オウム的なるもの」の、幻想の内容としては
希釈された、しかし社会的な規模としては大幅に拡大された、（意図せ
ざる）回帰のようなものとして解釈できる。
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Ⅰ　研究関連プロジェクト

基盤研究
教養連接研究
高大連携プロジェクト

　教養研究センターにおける高大連携は、主として
慶應義塾高等学校との協働を軸として展開されてい
る。その活動は単なる教育制度上の接続に留まるも
のではなく、教員同士の学術的交流、高校生と大学
生が共に学ぶ場の創出、さらには芸術・文学・思想
を媒介とした世代横断的な知的共同体の形成を目指
すものである。こうした試みは、庄内セミナー、
「日吉学」、高大連携プロジェクト、さらには日吉行
事企画委員会（HAPP）主催による日吉協育ホール
での各種公演・講演活動において具体化されてき
た。本稿では、とりわけ日吉協育ホールを中心とし
て展開された HAPP 関連事業について報告する。
なお、以下の内容は、日吉行事企画委員会
（HAPP）に提出された報告書をもとに整理・加筆
したものである。運営にあたっては、大学側では
小菅隼人（理工学部教授）、高校側では古川晴彦
（国語科教諭）が中心となり、企画立案から当日の
進行に至るまで緊密な連携を行った。
　2025 年度は、教養研究センター日吉行事企画委
員会主催、慶應義塾大学アート・センター協力に
よって、「HAPP 慶應義塾大学新入生歓迎企画／教
養の一貫教育 Vol.11　永井荷風文学賞リレー講演
会１　第１回永井荷風文学賞受賞作　田中純『磯崎
新論』（講談社、2024）」が、12 月 12 日（金）15 時
15 分から 17 時 45 分まで開催された。この「教養
の一貫教育」プロジェクトは、日吉協育ホールの柿
落とし公演として実施された吉増剛造による新入生
歓迎公演を起点として継続されてきたものであり、
文学、音楽、映像、身体芸術を横断する形で、多様
な芸術家・思想家との協働を重ねてきた。
　これまでには、2019 年度の井上春生監督作品
『幻を見るひと　京都の吉増剛造』上映、2021 年度
の空間現代による公演、2022 年度の大友良英によ
る企画、2023 年度の七里圭監督と檜垣智也による
催しなどが行われてきた。さらに、シリーズの一つ
の節目となった 2024 年度には、健康上の理由に
よって活動が制限されつつあった吉増剛造を中心に
据えながら、高橋世織、マリリアを迎え、詩、声、
身体、音楽を横断する総合的な芸術空間が創出され
た。2025 年度企画は、こうした流れを継承しつつ、
新たに「文学」を中心テーマとして展開されたもの
である。
　当日は、冒頭にHAPP 委員である小菅隼人によ
る挨拶が行われ、本企画の理念と意義が説明され

た。その後、古川晴彦の司会進行によって講演会が
進められた。今回の企画は、慶應義塾における文学
の歴史とその現在を再確認する場として位置づけら
れていた。1910（明治 43）年、永井荷風を編集長
として創刊された『三田文學』は、日本近代文学史
において重要な役割を果たしたのみならず、慶應義
塾における芸術文化活動の象徴的存在でもあった。
とりわけ、谷崎潤一郎をはじめとする反自然主義文
学の作家たちが集う拠点となり、日本近代文学の新
たな潮流を形成する場となった点は特筆に値する。
　近年では、千葉県市川市との共催によって新設さ
れた永井荷風文学賞が注目を集めている。その審査
員には、安藤礼二、岡田利規、金原ひとみ、蜂飼耳、
松浦寿輝ら、現代日本を代表する文学者・批評家・
芸術家が名を連ねている。今回の講演会では、第 1
回受賞作となった磯崎新論を通じて、建築、思想、
芸術、都市文化を横断する現代的知性のあり方が論
じられた。単なる文学賞受賞記念講演に留まらず、
文学と他領域との接続を考える場としても重要な意
味を持っていたと言える。
　さらに本企画には、高校生、学部生、大学院生が
同一空間に集い、共通のテーマについて思考すると
いう、高大連携ならではの教育的意義が存在してい
た。従来の学校教育では、世代や所属によって学び

HAPP慶應義塾大学新入生歓迎企画/教養の一貫教育 Vol.11
永井荷風文学賞リレー講演会１

第１回永井荷風文学賞受賞作 田中純『磯磯崎崎新新論論』（講談社 2024）

鼎談 田中 純 松浦 寿輝 朝吹 亮二

主催：HAPP（慶應義塾大学教養研究センター
日吉行事企画委員会）/三田文学会/
慶應義塾高等学校（日吉協育プログラム）

日時：2025年12月12日（金）
           15時15分~17時45分ごろ終了予定(開場:15時)
場所：日吉協育ホール（慶應義塾高等学校日吉協育棟４階））
対象：塾生（大学生・大学院生・一貫教育校生）

教職員・三田文学会会員
*事前申し込み不要

問い合わせ先：慶應義塾高等学校国語科古川
（Furukawa@hs.keio.ac.jp）

＊塾高生は将来開発プログラム２ポイント対象

開会挨拶：阿久澤 武史（高等学校長）
                   小菅 隼人（日本演劇学会会長・理工学部教授）

コーディネーター・司会：古川 晴彦（高等学校教諭）

協力：慶應義塾高等学校古川晴彦ゼミ（17期）
ポスターデザイン：大森 悠生（3-I、17期ゼミ生）
「つくばセンター広場を逍遥する永井荷風」
本ポスターの作成にはGemini(生成AI)を使用しました

松浦寿輝（まつうら ひさき）
詩人、小説家、東京大学名誉教授、1954年、
東京都生まれ。「花腐し」で芥川賞、『人
外』で野間文芸賞を受賞。著書に『ＢＢ／
ＰＰ』（講談社）『明治の表象空間』（新
潮社）『名誉と恍惚』（新潮社）。詩集に
『冬の本』（青土社）『afterward』（思潮
社）など。芥川龍之介賞選考委員、永井荷
風文学賞選考委員。

田中純（たなか じゅん）
東京大学名誉教授、1960年生まれ。2002
年『アビ・ヴァールブルク記憶の迷宮』
でサントリー学芸賞(思想・歴史部門)、
2008年『都市の詩学』で芸術選奨文部科
学大臣新人賞、2009年『政治の美学』で
毎日出版文化賞、2010年フィリップ・フ
ランツ・フォン・ジーボルト賞、2025年
渡邊守章賞を受賞。『磯崎新論』（講談
社）で第1回永井荷風文学賞を受賞。

朝吹亮二（あさぶき りょうじ）
詩人、慶應義塾大学名誉教授。1952年、東
京都生まれ。詩集に『朝吹亮二詩集』、
『opus 』（第25回藤村記念歴程賞）
『まばゆいばかりの』（第2回鮎川信夫賞）、
『ホロウボディ』（いずれも思潮社）、
『密室論』（七月堂）など。2016年、『ア
ンドレ・ブルトンの詩的世界』（慶應義塾
大学出版会）で福澤賞を受賞。
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が分断されがちである。しかし本企画では、同じ講
演を共有し、その後の議論に参加することによっ
て、異なる世代間に知的刺激の循環が生まれた。特
に普通部生や塾高生にとって、大学レベルの議論に
触れる経験は大きな刺激となり、大学生・大学院生
にとっても、自らの学びをより広い社会的・歴史的
文脈の中で捉え直す契機となった。
　このように、HAPP による活動は、単なるイベ
ント運営ではなく、「教養」とは何かを身体的・空

間的・共同体的に問い直す実践でもある。芸術や文
学を通じて、高校と大学、専門分野と日常、知識と
感性を横断する場を形成することは、現代における
教養教育の重要な役割の一つであるだろう。そして
今回の企画は、慶應義塾における文学的伝統を再確
認すると同時に、日吉という場から新たな文化的運
動を生み出していく可能性を示す催しとなったので
ある。
� （小菅隼人）
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Ⅰ　研究関連プロジェクト

基盤研究
教養連接研究
文理連接プロジェクト

　「文理連接プロジェクト」は 2019 年度に開始し、
2020 年度から現在まで、１～２か月に１回程度の
頻度で、「文理連接研究会」という名の小規模の研
究会を継続的に開催してきた。2020 年度と 2021 年
度は「感染」、2022 年度と 2023 年度は「エコロ
ジー」、2024 年度と 2025 年度は「人工」が研究会
の共通テーマであり、これらのテーマの下で、様々
な分野の研究者たちが、文理の「連接」を意識しな
がら、それぞれ独自の立場から独自の考察を展開
し、共に議論を重ねてきた。
　2022 年度以降、この研究会は、年度末に論考集
『連接』を作成することを前提に計画されている。
論考の計画発表、中間発表、そして最終発表まで、
複数回の発表と議論を通じて、相互に触発し合いな
がら、１年を掛けて各々が論考を完成させる形を
採っている。
　2025 年度は、論考の計画発表に先立って２回の
ゲスト講演を企画した。以下が、各ゲスト講演の講
演者ならびにテーマと、それに続く研究会の開催実
績である。第１回研究会（2025 年５月 24 日）冨岡薫
氏（東京大学特任研究員）による講演「日本におけ
る人工妊娠中絶の歴史と現状：過去、現在、そして
未来へ」。第２回研究会（同６月 28 日）金子晋丈氏
（慶應義塾大学デジタルメディア・コンテンツ統合
研究センター（DMC）所長、理工学部）による講
演「ネットワーク：自然と人工のインタラクショ
ン」。第３回研究会（同７月 19 日）ワークショップ
１「論考の計画発表」。第４回研究会（同 10 月４
日）ワークショップ２「論考の中間発表１」。第５
回研究会（同 12 月６日）ワークショップ３「論考
の中間発表２」。第６回研究会（2026 年２月 28 日）
ワークショップ４「論考の最終発表」。
　これらの研究会を経て、2025 年度末に作成され
た『連接』第４号には、以下の８つの論考が収録さ
れた。①小川愛実「建築における「なじむ」という
関係──人工を関係生成の条件として捉える」、②
金景彩「人造人間のメロドラマ──植民地期朝鮮に
おける『R.U.R.』受容の一考察」、③石田勝彦「人
工物がつくったものは誰がつくったものか──「複
製の法」と「生成の社会」の乖離」、④奥田知明

「ワクチンによる人工免疫化の効果と発生する有害
事象のトレードオフ」、⑤荒金直人「ポスト真実と
ラトゥールの「批判」批判──人工物としての知識
について」、⑥見上公一「「人工」という幻想：自然
の「格納」をめぐって」、⑦原大地「ボードレール
の「人工」と「楽園」」、⑧荒木文果「創造と規制─
─鏡像生命をめぐる一考察」。論考集『連接』は文
理連接研究会の専用サイトで閲覧可能である
（https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/bunri/）。
　文理連接研究会のこれまでの共通テーマである
「感染」、「エコロジー」、「人工」は、いずれも単な
る抽象的な概念ではない。これらのテーマによって
私たちは、この世界の具体的な現実の前に引き戻さ
れるのであり、このことが、異なる研究分野を繋ぐ
土台になっている。分野に拘わらず、全ての研究者
は、何らかの仕方で現実を見据えて研究をしている
のであり、そもそも連接に意味があり、連接が可能
であるのは、最初からこの共通の土台があるからだ
とも言える。現実を名指す言葉は多様であるが、
「人工」という言葉もまた、現実的な諸問題を強く
示唆するものであり、それが今回の８つの論考と２
つのゲスト講演を結び付けている。
　2026 年度の文理連接研究会の新たな共通テーマ
は「接地（grounding）」である。この言葉は多様
な意味を持つが、基本的には「地に足を付けるこ
と」、「現実との接点を作ること」を意味する。これ
までの共通テーマより、更に直接的に現実を名指す
言葉だと言えるかもしれない。現実に絶えず目を向
けつつ、より良い連接の可能性を模索したい。
� （荒金直人）
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Ⅰ　研究関連プロジェクト

研究成果公表
学会・ワークショップ等
開催支援

　教養研究センターでは、所員が研究会・ワーク
ショップ等を企画する場合、支援、奨励を行うこと
で所員の研究・教育の活性化を図っている。
　所員による創造的な企画や意欲的な挑戦を奨励し

促進することを趣旨としており、2025 年度は春学
期 7件、秋学期 6件の申請が採択された。
� （片山杜秀）

2025 年度　学会・ワークショップ等開催支援一覧

申請者 会合名 開催日 参加人数

福田　桃子（経済学部） 「鳥の詩学」シンポジウム 2025 年４月 26 日 塾内  40 名
塾外  40 名

大鳥由香子（文学部） 『近代イギリスの動物史　歴史学のアニマル・ター
ン』ブックトーク 2025 年５月 11 日 塾内 　4 名

塾外  20 名

礒﨑　敦仁（法学部） 公開シンポジウム「現代ベトナムを知る」 2025 年５月 14 日 塾内 　8 名
塾外  66 名

ソッティーレ・マルコ
（経済学部）

フランスにおけるマグレブ系「移民」
映画『シャアバの子供』上映会、ならびに作家
アズーズ・ベガーグとの対談

2025 年５月 18 日 塾内 　4 名
塾外  19 名

糟谷　大河（経済学部） 第 9回総合危機管理学会学術大会 2025 年５月 31 日 塾内  10 名
塾外  35 名

井本　由紀（理工学部） 【観想研究ワークショップ・シリーズ】「なる」の
オートエスノグラフィー 2025 年６月 15 日 塾内  10 名

塾外  42 名

劉　　慶紅
（経営管理研究科）

日本経営倫理学会全国研究発表大会シンポジウ
ム：「経営倫理基準としての『利他』の可能性
－東洋の経営倫理思想の系譜と稲盛経営哲学」

2025 年７月 19 日、20 日 塾内  20 名
塾外  70 名

横山　千晶（法学部） チームMIMIZU来日メンバーによる身体ワーク
ショップ「私の身体と記憶をつなぐ」 2025 年 10 月７日 塾内 　4 名

塾外  23 名

熊野谷葉子（法学部）
越野　　剛（文学部）

国際シンポジウム：ウクライナの文化と教育
－最前線からの報告 2025 年 11 月 19 日 塾内  70 名

塾外  20 名

村山　光義（体育研究所）

慶應義塾大学体育研究所・公社）全国大学体育連
合関東支部共催ワークショップ
「ルーブリック作成と活用を考えるワークショップ
＆ディスカッション」

2025 年 12 月６日 塾内  10 名
塾外  12 名

桂田　昌紀（経済学部） Analytic Number Theory and Special Functions 2025 年 12 月８日～10 日 塾内 　4 名
塾外  56 名

荒木　文果（理工学部）

日吉キャンパスにえがく夢
－�第五校舎跡地から考える持続可能なキャンパス
ライフ－
　・展覧会『憩いの場・日吉展』
　・シンポジウム『憩いの場・日吉』

2025 年 12 月 15 日～19 日
2025 年 12 月 17 日

塾内 145 名
塾外不明
塾内  41 名
塾外 　5 名

越野　　剛（文学部） 戦争記憶研究会第３回シンポジウム 戦争記憶の
ギャップを乗り越える 2026 年３月 25 日 塾内 　3 名

塾外  15 名
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慶應義塾大学日吉キャンパス
来往舎 1Fシンポジウムスペース

神奈川県横浜市港北区日吉4‐1‐1
東急東横線・東急目黒線・
横浜市営地下鉄グリーンライン
「日吉」駅下車徒歩2分

◉主催・お問い合わせ先……慶應義塾大学経済学部・福田桃子 hirondelles2025@gmail.com

日吉駅

来
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至 渋谷 至 横浜
東急東横線・目黒線

横浜市営
地下鉄
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出口

警備室

東急百貨店

図書館

食堂

協生館

グラウンド

[プログラム]

10：00 開会の辞

10：10 辻川慶子［白百合女子大学］

ネルヴァルとキマイラの詩学
 ─声とテクストの間で
10：50 中野芳彦［青山学院大学］

ヴィクトル・ユゴーと鳥影
11：30 岡部杏子［学習院大学］

マルスリーヌ・デボルド゠ヴァルモールが歌う鳥
13：10 畠山達［明治学院大学］

ボードレールの描く鳥
13：50 原大地［慶應義塾大学］

『マルドロールの歌』
 ─詩と鳥
14：30 熊谷謙介［神奈川大学］

詩的寓意への／からの飛翔
 ─マラルメとルネ・シャールの鳥をめぐって
15:10 福田桃子［慶應義塾大学］

アポリネールの鳥類学
15：50 村中由美子［白百合女子大学］

マルグリット・ユルスナールと鳥たちの世界
 ─「燕の聖母」から庭へ
16：30 塩塚秀一郎［東京大学］

牝アヒル・バカデットの運命
 ─ジャック・ルーボー『環』をめぐって
17：10 閉会の辞
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神奈川県横浜市港北区日吉4‐1‐1
東急東横線・東急目黒線・
横浜市営地下鉄グリーンライン
「日吉」駅下車徒歩2分

◉主催・お問い合わせ先……慶應義塾大学経済学部・福田桃子 hirondelles2025@gmail.com

日吉駅

来
往
舎

至 渋谷 至 横浜
東急東横線・目黒線

横浜市営浜市営
地下鉄
グリーンライングリーンライン
出口

警備室

東急百貨店

図図書館書館

食堂

協生館
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[プログラム]

10：00 開会の辞

10：10 辻川慶子［白百合女子大学］

ネルヴァルとキマイラの詩学
 ─声とテクストの間で
10：50 中野芳彦［青山学院大学］

ヴィヴィヴクトル・ユゴーゴーゴ と鳥影
11：30 岡部杏子［学習院大学］

マルスルスル リーヌ・デボルド゠ヴァルモールが歌う鳥
13：10 畠山達［明治学院大学］

ボードレールの描く鳥
13：50 原大地［慶應義塾大学］

『マルドロールのールのー 歌』
 ─詩と鳥
14：30 熊谷謙介［神奈川大学］

詩的寓意への／からの飛翔
 ─マラルメルメル とルネ・シャールの鳥をめぐっぐっぐ てってっ
15:10 福田桃子［慶應義塾大学］

アポリネールの鳥類学
15：50 村中由美子［白百合女子大学］

マルグリット・ユルスルスル ナールールー と鳥たちの世界
 ─「燕の聖母」から庭へ
16：30 塩塚秀一郎［東京大学］

牝アヒル・バカデッデッデトの運命
 ─ジャック・ルーボー『環』をめぐっぐっぐて
17：10 閉会の辞

国際シンポジウム  ―ウクライナ語・日本語・英語を使用言語とし、報告言語以外の言語での字幕が用意されます

ウウククラライイナナのの文文化化とと教教育育――最最前前線線かかららのの報報告告

22002255年年1111月月1199日日((水水))  1133::5500--1188::1100

慶慶應應義義塾塾大大学学日日吉吉キキャャンンパパスス シシンンポポジジウウムムススペペーースス

対象: 主に慶應義塾大学の教職員と学生

14:00  第第II部部 ウウククラライイナナのの言言語語文文化化とと教教育育

Takumi IKEZAWA 池澤匠（日本学術振興会特別研究員）

The History of the Ukrainian Language from a Sociolinguistic Perspective
ウクライナ語の歴史―社会言語学的観点から   Історія української мови в соціолінгвістичній перспективі

Ольга НІКОЛЕНКО オリハ・ニコレンコ（ポルタワ国立教育大学教授・世界文学講座長）

Тарас Шевченко та його значения для українського суспільства
タラス・シェフチェンコとそのウクライナ社会における重要性   Taras Shevchenko and His Significance for Ukrainian Society

Василь ФАЗАН ヴァシーリ・ファザン（ポルタワ国立教育大学副学長）

Духовні проблеми сучасного суспільства 
現代社会における精神的諸問題 Spiritual Problems of Modern Society

16:30  第第IIII部部 ウウククラライイナナののポポッッププカカルルチチャャーー  

Commentary by Go KOSHINO, Q&A
越野剛によるコメント, 質疑応答 Коментарі від Ґо КОШIНО та відповіді на запитання

Katerina NIKOLENKO カテリーナ・ニコレンコ（ポルタワ国立教育大学講師）

Contemporary Ukrainian Youth Culture
現代ウクライナの若者文化 Сучасна українська молодіжна культура

安安島島里里奈奈 Rina AJIMA （東京外国語大学総合文化研究所特別研究員）

ＳＳＮＮＳＳににおおけけるる現現代代ウウククラライイナナのの人人魚魚表表象象
Contemporary Ukrainian Mermaid Images on Social Media Образ сучасних українських русалок у соціальних мережах

主催（連絡先）： 熊野谷葉子研究室(kumanoya@keio.jp) 越野剛研究室(gkoshino@keio.jp)
後 援：   慶應義塾大学教養研究センター、埼玉大学多文化共修センター
         科研費基盤(B) 代表者 井上まどか「戦時下の教会―ウクライナとその周辺国における宗教・国家・社会」

Commentary by Mitsuharu AKAO, Q&A
赤尾光春によるコメント, 質疑応答 Коментарі від Міцугару АКАО та відповіді на запитання

憩いの場・⽇吉展

キ
ャ
ン
パ
ス
に
夢
を
え
が
く
︒

⽇吉パビリオン、Ribbon Terrace、ECO-SHELTER。
⽇吉と⽮上の学⽣・教職員が協働して育ててきた
ボトムアップ型の「憩いの場創出プロジェクト」を、
さらに⼤きなうねりへ。

主催：慶應義塾⼤学⽇吉美術研究室 (担当：荒⽊⽂果 )、理⼯学部アルマザン研究室 後援：慶應義塾⼤学教養研究センター
⽇吉キャンパスにえがく夢 ―第 5校舎跡地から考える持続可能なキャンパスライフ― 「憩いの場・⽇吉展」詳細

シンポジウムお申込

������������������������⽉ ⾦
同時開催 シンポジウム

�����
独⽴館  ��������会場

対象

⽇時

参加無料 事前申込制塾⽣・教職員

�������������

講演とディスカッションを通して、キャンパスの未来を考えます

⽔

⽇吉美術研究室 荒⽊⽂果 f-araki@keio.jp

どなたでもご覧いただけます！

⽇吉キャンパス  来往舎  イベントテラス会場

お問合わせ

⼊場無料
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Ⅰ．研究関連プロジェクト

研究交流
読書会推進企画「晴読雨読」
「アイデアの系譜学」読書会
日吉キャンパスに創造的混沌を！

〇�気づくと傍らにある「お喋りの場」を目指して
　毎回ちょっと謎めいたお題を掲げ、各自が気にな
る書籍や日々の経験を持ち寄る「ブックトーク企
画」（アイデアの系譜学読書会）も三年目を迎えた。
本年度の初回は「思考のリズム感覚、論理のスター
トダッシュ」と銘打ち、新生活が始まった日吉の春
の空気を大きく吸い込んで、キックオフを行った。
本読書会が日吉キャンパスで「おなじみの会」にな
りつつあることを受け、今年度はブックトーク企画
を日吉のさまざまな場、その時々のシーズン感と連
動させることを意識している。ちょうど４月の終わ
りに「鳥の詩学」なる文芸イベントが来往舎で開か
れていたのを発見し、これに触発されて５月の読書
会テーマは「鳥たちの来襲？ 歌声・かたち・移動」
と設定した。暑さと湿気が無視できないレベルに
なってくる７月には「熱帯的感受性：ムシムシの彼
岸にある言葉たち」と題して、和辻哲郎の風土論な
どについて紹介を行った。１月に年度最終回となる
「動く・浮かぶ・静止する：体育からデザインにい
たる身体感覚」を実施するまで、計八回のトーク機
会を持つことができた。
　毎回、さまざまな人たちがトークの場にやって来
る。25 年度の初回では慶應義塾高校の学生達が、
先生に引率されて参加してくれた。ポスターの説明
文にあった「現象学」というワードに興味を持ち、
高校で開講されているゼミのメンバーで、未知の世
界に飛び込んできてくれた。夏以降、慶應義塾高校
の英語科の先生も、時々参加してくれるようになっ
た。11 月の「お悩み相談の機微：マジメとユカイ
の間で泳ぐ」では慶大出版会の編集者の方も、ブッ
クトークの輪に加わってくれた。12 月の「『間合
い』の研究：感じる近さと思考の遠さ」では、三田
キャンパスからドイツ語の先生がフラッとやってき
て、家族生活における間合いについて語ってくれ
た。このくらいの時期から、協生環境推進室スタッ
フの方も定期的に参加をしてくれるようになり、
「教員と学生」という授業の定型を越え、日吉に関
わる人たちがフラットに話をする場が形成されつつ

ある。
　年末の「語学愛！！あるいは学びへの憎しみ？」
では、教養研究センターの事務スタッフの方々や留
学から帰国した卒業生も参加してくれた。夏休み期
間に実施した「弱音の効用：フラジャイルなものの
愛で方・接し方」の回では、やはり卒業生で他大学
の大学院に進んだ学生さんが、日吉に里帰りをする
感じで様子を見に来てくれた。日吉にはいろんな人
たちが行き交っており、ブックトークの機会によっ
て、普段にはない「動線の交わり」が生まれている
様子である。引き続き、103・104 号教室をハブと
して、ふと気がつくと「何か楽しそうなことを、み
んなでやっているなあ」と思ってもらえる場作りを
進めていく。日吉キャンパスは言葉の森であり、み
んなにとっての（ときどき帰省できる）ふるさとで
ある。
� （若澤佑典）

2025 年度教養研究センター主催読書会　晴読雨読

語
学
愛
‼

問い合わせ：
toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

若澤佑典文学部准教授
　（日吉・英語）　　

１7： 00 ～
１8 ： 00　（予定）

※途中入退室可

場所 ：日吉キャンパス

来往舎1 階 103/104

対象 ： 塾生・ 教職員

（卒業生、 高校生も

来場を歓迎します！）

 ★事前登録不要★

アイデアの系譜学⑳

「アイデアの系譜学」読書会とは…
「アイデアの歴史」（History of Ideas）という学問分野を参照しつつ発想
の生成・循環・変容をテーマに「あれこれ喋る」、書籍持ち寄り型の会にな
ります。前回からの継続参加、今回のみの単発参加の両方を歓迎します。
日吉の１～２年生だけでなく、三田の上級生、湘南藤沢や信濃町からの参
加、時には高校生や教員たちの「往来がある」ことが本会の特徴です。当
日、どんな流れになるかは、集まってみるまで主催者も分かりません。「創
造的な混沌」を目指す場です！

あ
る
い
は
学
び
へ
の
憎
し
み
？＜語学科目が嫌いになっても、言葉は嫌いにならないでね…＞

ここ日吉キャンパスには、いろんな分野の学生さんが授業に通
っています。それぞれの学びは多種多様である一方、文理問わ
ず、あるいは学部に関わらず、みなさん何かしらの語学科目を
履修していることは、共通しているでしょう。キャンパス内に
ある慶應義塾高校でも、英語はもちろんのこと、それ以外の外
国語を学ぶ機会もあるようです。文学部のように外国語の芸術
的な側面にフォーカスする学部もあれば、医学部のようにメデ
ィカル・イングリッシュが焦点となる学部もあります。語学が
楽しい人もいれば、朝早く語学授業に行くのが苦痛な人もいる
でしょう。語学をめぐる気持ちや学びの内容も、人によって、
所属先によって、選択した外国語によってさまざまです。今回
はお隣の「外国語をまなぶ風景」について、知られざるその姿
を共有してみたいと思います。黒田龍之助『物語を忘れた外国
語』や白水社編集部『「その他の外国文学」の翻訳者』を併せ
て紹介します。

12月23日（火）
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Ⅰ．研究関連プロジェクト

研究交流
横山千晶教授　最終講義に寄せて
知性と共感の軌跡

　横山千晶先生は、英文学に広く精通し、ウィリア
ム・モリスとジョン・ラスキンの研究において日本
の第一人者である。先生の業績の特筆すべき点は、
単なる学術的な研究にとどまらず、それを教育的な
実践や具体的な社会的活動へと結びつけてきた革新
的な仕事のあり方にある。
　教養研究センター所長としての功績も極めて大き
い。大学における初年次教育の理想的なモデルとし
て非常に高い評価を受けてきた「アカデミック・ス
キルズ」や、従来の座学中心の授業運営のあり方を
根本から再考させる画期的な双方向的授業「身体
知」を設計した。これらの科目を十数年にわたって
自ら教え、学生たちに主体的な学びの基盤を提供し
続けた功績は計り知れない。
　2026 年２月２日に日吉キャンパスで開催された
最終講義「存在の耐えられない軽さの跡を残す」
は、研究と教育、そして社会活動を三位一体として
実践してきた横山先生の生の軌跡を、シンポジウム
スペースを埋め尽くした聴衆が文字通り体感する絶
好の機会となった。講義は、私たちが現在置かれて
いる複雑な政治状況の考察から始まり、英国でのリ
サーチの真の目的を解き明かしつつ、ラスキンと労
働者大学（ワーキングメンズ・カレッジ）の関係性
を紹介していく、極めてスリリングな展開であっ
た。
　その緻密な議論のなかでも、特に多くの聴衆の心
に深く触れることになったのは、横山先生の「存在
の耐えられない軽さ」を担うことを余儀なくされて

いる人々への深いコミットメント（関わり）の姿勢
である。先生は、ヴィクトリア朝の文学や思想を緻
密に研究しながら、そこで培われた共感的な想像力
を、決して机上の空論にはしなかった。その知性
は、横浜の寿地区における社会的活動の場「カドベ
ヤ」での実践へと地続きでつながっていたのであ
る。
　文字の奥にある他者の痛みを想像し、社会の周縁
に置かれた人々の声に耳を傾けること。そして、そ
の関わりの中から新たな問いを見出していくこと。
「倫理」という言葉ほど、横山先生の世界への関わ
りを形容する言葉としてふさわしいものはないだろ
う。横山先生が体現してきた誠実な知性のあり方
と、境界線を越えて連帯していく行動力から、私た
ちは極めて多くの大切な教訓を学ばせていただい
た。学問が社会において果たすべき真の役割を示し
続けた先生の歩みは、これからも多くの人々の行く
手を照らす道標であり続けるに違いない。
� （佐藤元状）

﹁
存
在
の
耐
え
ら
れ
な
い

軽
さ
の
跡
を
遺
す
﹂

横山千晶教授のご専門は、ウィリアム・モリスやジョン・ラスキン
を中心とする19世紀のイギリス文化です。研究と教育では、モリスやラスキン
の思想を現代にどのように応用していくことができるのか、というアクチュアル

な問いを、学生や同僚たちに問い続けてきました。
教養研究センターでは、所長としての様々なご尽力に加えて、「身体知」の授業

を立ち上げ、同授業を20年に及び担当されてきました。
横山教授のご尽力に対して心より感謝申し上げますとともに、その感謝の気持ち

の一つとして最終講義をオーガナイズさせていただきます。
発起人一同

法
学
部

プロフィール

日吉キャンパス来往舎１Ｆシンポジウムスペース
対 象対 象 定 員定 員学生、教職員、一般 無し

日時日時 2026年２月２日（月）　14：00～15：45
場所場所

申込み不要

慶 應 義 塾 大 学 教 養 研 究 セ ン タ ー 主 催慶 應 義 塾 大 学 教 養 研 究 セ ン タ ー 主 催

発起人：佐藤元状　近藤康裕　永嶋友　星野真志（法学部）発起人：佐藤元状　近藤康裕　永嶋友　星野真志（法学部）

お問い合わせ：toiawase-lib@adst.keio.ac.jp　お問い合わせ：toiawase-lib@adst.keio.ac.jp　

1960年北九州市生まれ。

慶應義塾大学文学部卒業。1989年より慶應義塾大学法学部で働き始める。

専門は19世紀のイギリス文化。ここ数年間、ウィリアム・モリスやジョン・

ラスキンの活動を支え続けた名もなき徒弟たち、職人や実践家の足跡をリサ

ーチしている。また2000年6月より横浜市中区の寿地区の近くで、居場所

「カドベヤで過ごす火曜日」を運営。モリスやラスキンが目指した「人の暮

らしの喜び」を可視化する小さな営みを続けて今年で15年目に入りました。

横山先生のご意向により、花束の贈呈は固くお断り致します横山先生のご意向により、花束の贈呈は固くお断り致します

横
⼭
千
晶
先
⽣
 
 
 
 

最
終
講
義

横
⼭
千
晶
先
⽣
 
 
 
 

最
終
講
義
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Ⅱ　教育開発関連プロジェクト

1 設置科目
1-1 アカデミック・スキルズ

［小佐野彈寄附講座］

　例年通り３クラスを春学期と秋学期、通年で履修
できるかたちで開講した。この授業は教養研究セン
ターの設置講座の中でも「生命の教養学」と並んで
老舗中の老舗である。センターの設置が 2002 年７
月で、2004 年に「スタディ・スキルズ」という授
業を始め、翌 2005 年に「アカデミック・スキルズ」
と改称して現在に及んでいる。授業の趣旨はその名
の通り、学問をするためのスキルを身につけてもら
うということ。春学期も秋学期も原則として履修者
に論文を書いてもらう。春学期の目安は 4000 字。
秋学期の目安は 8000 字。字数が増えるのは通年履
修を前提に考えているからだが、もちろん半期ずつ
が学生の履修法の原則だから、春だけ、秋だけとい
うことにもなる。そこを裁量するのは担当教員の腕
前だ。この授業は複数の教員による少人数制を原則
としている。そうでないと論文執筆の指導は難し
い。とにかく論文を執筆するには、アカデミックな
形式を踏まえねばならぬし、適切な文体を会得せね
ばならぬし、学問的な資料調査法を実践せねばなら
ぬし、さらに論文の規模に相応しいテーマの選択・
絞り込みを行なえねばならない。論文が出来れば口
頭発表も。それに対する質問の仕方も。グループ・

ワークで共同論文を書くことも可能だ。そのほか、
いろいろな作法が論文をしたためることに絡んでく
るだろう。通年とは言わず、半期だけでも履修して
作法に開眼してくれれば、その後が違う。３、４年
生の履修も可だが、主には１、２年生だから、日吉
の授業としてよいものである。しかもこの授業が始
まった頃は、論文やレポートの書き方、リサーチの
仕方、発表のやり方といったスキルに目を向けた講
座は、慶應のみならず、日本の大学に珍しかった。
本授業は他大学から先駆的と評価されることもあっ
た。しかし幾星霜を経た。今日では慶應内でも他大
学でも珍しいとは言えないだろう。ひとつのオーソ
ドックスである。だったらそろそろ違ったやり方を
探ってもよい。学問的対話のスキルを身につけると
か。論文に限らぬ幅広い〝学問的創作〟を試しても
らうとか。2025 年度は３つの授業のうちの１つを
〝違ったやり方〟に、２つを〝オーソドックスなや
り方〟に当てた。老舗を続けていくための試行錯誤
の時期と言える。
� （片山杜秀）
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主催：慶應義塾大学教養研究センター　  お問い合わせ：toiawase-lib@adst.keio.ac.jp　

アカデミック ・ スキルズ

プレゼンテーション

コンペティション

2025 年度教養研究センター設置科目

２月６日 （金） １３:００〜１６:００ （予定）

＜発表者 ： 2025 年度 「アカデミック ・ スキルズ」 クラスⅠ・Ⅱ代表者＞

　毎週、日吉の学生たちが来往舎の一室に集まり、論文執筆に励んでいたのをご存知
でしょうか？慶應義塾大学教養研究センターでは、学部横断的な科目として「アカデミッ
ク・スキルズ」を設置し、共に考え、調査を行い、問い論ずるレッスンを行っています。
　今回のコンペティション企画では、授業参加者の代表たちが、自らのリサーチ結果を
紹介し、オーディエンスの前で大いに論じます。ぜひその成果の目撃者となり、質疑応答
や賞の審査に加わってください。

場所：日吉キャンパス来往舎１F シンポジウムスペース

対象：塾生・塾員・教職員 ★事前予約不要★

「アカデミック・スキルズ」履修者・関係者でなく
とも、研究発表や論文執筆に興味がある方は、誰で
も来場できます。2026年度の履修を考えている方に
は、授業の雰囲気を知るきっかけになるでしょう。
ぜひ見学にいらしてください。
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Ⅱ　教育開発関連プロジェクト

1 設置科目
1-2 身体知
─�創造的コミュニケーションと言語力

　教養研究センター設置科目の「身体知─創造的コ
ミュニケーションと言語力」は、夏の６日間を使っ
ての集中講座である。本講座は文学作品を書かれた
言語のみならず、身体表現や視覚芸術を使って読み
解き、その体験をまた言語表現へと還元していくと
いう新しい教育モデルとして、2010 年に開講され
た。また、通学生が通信教育課程の学生と共に学ぶ
というユニークな履修者構成も、世代を超えた文学
解釈と表現体験を可能としている。2025 年度の授
業は、この「身体知─創造的コミュニケーションと
言語力」の最終年となった。本年度は身体知の歴史
にふさわしく「はじまりと終わり」をテーマとする
三つの短編小説をテキストに据え、８月 11 日から
16 日までの６日間を使っての講義となった。講師
には、この３年間身体知の授業を共に培ってくだ
さったダンサー兼振付家のアオキ裕キ氏のほか、作
詞家として活躍するアーティストのエンドケイプ
氏、コミュニティダンスのファシリテーターを務め
る寒川明香氏を迎え、身体・言葉・コミュニティの
３つの柱のもとで安心できる環境を構築し、体と言
語の可能性を追求する授業を展開した。
　今年のテーマ、「はじまりと終わり」はまさにこ
の授業の始まりを見直し、終わりを作り上げるとい
う意図を含むと同時に、現在私たちが置かれている
混沌とした世界を表すテーマでもある。教材として
取り上げたのは、核実験を題材としたレイ・ブラッ
ドベリの「刺繍」、生き物の心臓を題材に使ったブ
ライアン・ドイルの「ジョヤス・ヴァラドラス」、
そして夫婦の一生を、宇宙の誕生の中に埋め込んだ
ジェニー・ホロウェルの「あなたを含めて何もかも
の歴史」の３つの短編である。講師には作品の読解
段階から授業に参加してもらい、そこから身体表現
の可能性を受講者とともに探る作業を展開した。本
年度はアオキ氏以外に作詞家のエンドケイプ氏をお
招きし、物語の真髄を各自が「歌詞」として作り直
す作業を行った。またインプロビゼーション演劇の

監督も手掛けるエンドケイプ氏には、相手の動きを
否定するのではなく受けとめる形で物語を足してい
くインプロの技法を使うワークショップも行っても
らい、演劇を通しての物語の紡ぎ方も伝授していた
だいた。最終発表会には、アオキ氏の率いるダンス
カンパニー「新人Ｈソケリッサ！」のメンバーも加
わり、力強いパフォーマンスを展開することができ
たのみならず、エンドケイプ氏の指導をもとに作っ
た「刺繍」をテーマとした歌詞に、音楽家がメロ
ディをつけ皆で歌うことができた。
　同時に、2026 年１月 21 日には、作家の町田康
氏、音楽家のあだち麗三郎氏を迎えてのソケリッ
サ！の公演に身体知の履修者が参加することで、身
体知クラスのもう一つの最終成果の場を持った。
　本年度も授業の初日から講師陣に密に関わっても
らうことで、学生たちの身体や精神的な変化にも気
を配っていただいたことで、学生たちも安心して授
業に入り込むことができたまた、本年度は「言語」
の部分にも力を入れるために、エンドケイプ氏をお
招きできたことは大きい。散文を詩に書き換える作
業は、自ら物語の真髄を抽出する高度な解釈力を必
要とする。その成果として、今年の発表会では身体
と言語の２点から、創作発表会を行うことができ
た。
　この 2025 年度の夏をもって、教養研究センター
設置科目「身体知─創造的コミュニケーションと言
語力」は 15 年（実験授業の期間を入れると 20 年）
の幕を下ろした。最終日の８月 16 日には成果発表
会を開催し、実験授業のころを含む過去の「身体
知」履修者も大勢参加。これまでの授業を振り返る
ひと時となった。履修者を通して授業成果がいろい
ろな場面で花開いていく確信を残して授業は終わっ
た。
　そしてその余韻を味わうかのように１月 21 日の
イベントテラスにおいて、作家、町田康の朗読で身
体知の履修者が躍る姿は、からだと心と言葉が一体

となる真髄を見る一瞬を提
供した。今後、このクラス
が伝えてきたDNAが履修
者を通して様々なコミュニ
ティに広がっていくことを
確信している。
� （横山千晶）
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Ⅱ　教育開発関連プロジェクト

1 設置科目
1-3 身体知・音楽

　教養研究センター設置科目である「身体知・音
楽」は、2022、2023、2024 年度に引き続き、サ
ポートをお願いできる企業を見つけることができな
いまま、寄附講座ではない形で２つの授業が開講さ
れた。内訳は、器楽クラスである、「古楽器を通じ
た歴史的音楽実践」と、声楽クラスである「合唱音
楽を通じた歴史的音楽実践」であった。どちらの授
業においても、履修者数に大きな変化は見られず、
結果、例年通りの規模での開講となった。
　2025 年度の器楽クラスは、前年度同様、25 人規
模のバロック・オーケストラが編成された。古楽器
のみを使ったこの規模のオーケストラは非常に珍し
く、一般大学だけでなく音楽大学でこのようなこと
が授業として行われている事例は日本では皆無であ
る。ちなみに、常設のプロの演奏団体すらこのよう
な大きなアンサンブルは、国内では稀である。
　器楽クラスの成果発表演奏会は、例年通り２回行
われた。第１回となる、室内アンサンブルの演奏会
は２年目以降の履修者が中心となって、７月 13 日
に行われた。《バロック後期器楽作品の混合趣味》
と題されたこの演奏会のプログラムは、主にドイツ
の 18 世紀前期の音楽家たちが、いかにイタリアお
よびフランスから影響を受け、自分たちの音楽文化
を形成していったかを伺う内容であった。器楽クラ
スの参加者全員による古楽オーケストラの演奏会
は、フランスバロック後期のオーケストラ作品を中
心とした内容で、2026 年１月 10 日に開催された。
　声楽クラスにおいては、昨年度同様、少人数のメ
リットを生かして、きめ細かな指導が行われた。18
世紀後期のロンドンで活躍した、ヘンデルによる
オーケストラの伴奏が伴う合唱曲を扱った。成果発
表は、上記古楽オーケストラと共演する形で行われ
た。
　また 10 月には、2023 年以来２度目の共演とな
る、ドイツのヴェロニゲローデ放送合唱団青年部と
の合同演奏会を行った。今回は、ヘンデルのオラト
リオ《メサイア》の合唱曲を抜粋の形で共演した。
そこには器楽クラスの古楽オーケストラだけでな
く、声楽クラスのメンバーも合唱に参加した。
　上記３つの演奏会においては、YouTube を介し
たライブ配信を、2020 年度以降の継続事業として
2025 年度も引き続き行った。
� （石井　明）

出 演：慶應義塾大学・古楽アカデミー・室内アンサンブル（ピリオド楽器使用）

入場無料・事前申込不要

Designed by Kaori Hirayama (Musicology Office, Keio University)

ヨハン・アドルフ・ハッセ（1699-1783）
2つのフルートと通奏低音のためのソナタト長調 作品2の4 (London, c. 1739)

ルイ＝アントワーヌ・ドルネル（1680-1757）
3つのヴァイオリンと通奏低音のためのソナタ ロ短調 (Paris, 1709)

ゲオルク・フリードリヒ・ヘンデル（1685-1759）
2つのヴァイオリン、ヴィオラ、通奏低音のためのソナタ ト長調 作品5の4 HWV 399 (London, 1739)

ゲオルク・フィリップ・テレマン (1681-1767)
リコーダー、オーボエ、通奏低音のためのソナタ ヘ長調 TWV:42:F9

アントニオ・ヴィヴァルディ（1678-1741）
2つのヴァイオリンと通奏低音のためのソナタ 変ホ長調 作品1の7 (Venice, 1705)

ジャン＝ジョゼフ・ド・モンドンヴィル (1711-1772)
2つのヴァイオリンと通奏低音のためのソナタ ハ短調 作品2の6 (Paris, 1734)

ヨハン・ゼバスティアン・バッハ（1685-1750）
フルートと通奏低音のためのソナタホ短調 BWV1034

テレマン
フルート、ヴァイオリン、ヴィオラ・ダ・ガンバ、通奏低音のための

 《新四重奏組曲集》より

第1番 ニ長調 TWV 43:D3 (Hamburg, 1738)

慶應義塾大学教養研究センター日吉行事委員会 (HAPP) 日吉音楽祭2025 第2回

慶應義塾大学古楽アカデミー・

《バロック後期器楽作品の混合趣味》

Program

2025年7月13日(日)

14時開演(13時半開場)

室内アンサンブル演奏会

問合せ：慶應義塾大学日吉音楽学研究室  045-566-1359 http://www.musicology.hc.keio.ac.jp/ 

石井 明（全体指導／チェンバロ／フラウト・トラヴェルソ）

場 所：藤原洋記念ホール（慶應義塾大学日吉キャンパス協生館内）

日吉駅（東急東横線・目黒線・新横浜線／横浜市営地下鉄グリーンライン）徒歩1分
主 催：慶應義塾大学教養研究センター日吉行事企画委員会(HAPP)／慶應義塾大学日吉音楽学研究室

慶慶應應義義塾塾大大学学ココレレギギウウムム・・ムムジジククムム文文化化交交流流ププロロジジェェククトト22002255

慶應義塾大学古楽アカデミー

ヴェルニゲローデ放送合唱団青年部

再来日記念合同演奏会

＜＜ヴヴェェルルニニゲゲロローーデデ放放送送合合唱唱団団青青年年部部ととのの再再共共演演＞＞
慶慶應應義義塾塾大大学学古古楽楽アアカカデデミミーー・・オオーーケケスストトララはは、、22002233年年秋秋にに、、ヴヴェェルル

ニニゲゲロローーデデ放放送送合合唱唱団団青青年年部部がが徳徳島島県県鳴鳴門門市市をを特特別別訪訪問問しし、、そそのの後後横横浜浜
市市をを訪訪れれたた際際日日吉吉キキャャンンパパススににおおいいてて、、ババッッハハのの《《ママニニフフィィカカトト》》作作曲曲
330000年年をを記記念念すするる演演奏奏会会をを催催ししままししたた。。
22002255年年1100月月にに、、ヴヴェェルルニニゲゲロローーデデ放放送送合合唱唱団団青青年年部部がが再再びび来来日日すするるここ

ととととななりり、、慶慶應應義義塾塾大大学学古古楽楽アアカカデデミミーー・・オオーーケケスストトララはは、、ヴヴェェルルニニゲゲ
ロローーデデ放放送送合合唱唱団団青青年年部部とと再再びび共共演演すするるここととににななりりままししたた。。

オーケストラ・小合唱

出出 演演：：慶慶應應義義塾塾大大学学・・古古楽楽アアカカデデミミーー・・オオーーケケスストトララ（（ピピリリオオドド楽楽器器使使用用））・・小小合合唱唱

ヴヴェェルルニニゲゲロローーデデ放放送送合合唱唱団団青青年年部部

ロロベベルルトト・・ゲゲーースストトルル／／石石井井 明明（（指指揮揮））

神神戸戸佑佑実実子子（（ソソププララノノ））

Program
ゲゲオオルルクク・・フフリリーードドリリヒヒ・・ヘヘンンデデルル（（11668855--11775599））
《《メメササイイアア》》 第第11部部よよりり合合唱唱曲曲 ほほかか

入入場場無無料料・・事事前前申申込込不不要要

22002255年年1100月月1122日日((日日))
1188時時開開演演((1177時時半半開開場場))

場場 所所：：藤藤原原洋洋記記念念ホホーールル（（慶慶應應義義塾塾大大学学日日吉吉キキャャンンパパスス協協生生館館内内））

日日吉吉駅駅（（東東急急東東横横線線・・目目黒黒線線・・新新横横浜浜線線／／横横浜浜市市営営地地下下鉄鉄ググリリーーンンラライインン））徒徒歩歩11分分
主主 催催：：慶慶應應義義塾塾大大学学教教養養研研究究セセンンタターー／／慶慶應應義義塾塾大大学学日日吉吉音音楽楽学学研研究究室室

問問合合せせ：：慶慶應應義義塾塾大大学学日日吉吉音音楽楽学学研研究究室室  004455--556666--11335599 hhttttpp::////wwwwww..mmuussiiccoollooggyy..hhcc..kkeeiioo..aacc..jjpp//  

Designed by Kaori Hirayama (Musicology Office, Keio University)
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Ⅱ　教育開発関連プロジェクト

1 設置科目
1-4 日吉学
～探求編　探ってみようその先を～

［株式会社コーエーテクモホールディングス寄附講座］

　「日吉学」は、キャンパスを中心とした「日吉」
を多様な角度から観察して、学生一人一人が何か独
自の疑問を発見し、最終的に 4000 字の註付論文に
まとめることを目指すアクティブラーニングの授業
である。2013 年に教養研究センターの実験授業と
して開始され、2019 年に寄附講座として正式な授
業科目となった。今では多くの学生に知られた、日
吉における特徴ある名物授業の一つと言っても過言
ではない。また、慶應高校生も参加可能なプログラ
ムと位置づけられているほか、様々な教員や日吉学
の修了生が気軽に顔を出し、フィールドワークや議
論に加わるのもこの授業の特徴である。
　2025 年度も一貫教育校と大学の枠を越え、地学、
生物学、考古学、中世史、近現代史、学校史、哲
学、文学など多様な専門を持つ９名の教員が共同で
担当し、25 名の意欲的な学生と慶應高校生３名が
論文執筆に取り組んだ。
　過去には、「縄文編」「戦争編」「景観編」など、
論文で扱うテーマをある程度絞り込んでフィールド
ワークや講義を行った年もあったが、最近では広く
多様な分野のフィールドワークをまず行って受講生
の関心の掘り起こしをはかり、その上で、自らの論
文テーマを見つけ出してもらうことを目指してい
る。そのため、日吉の地学的、地理学的な視点か
ら、古代から近現代までの歴史学的な視点から（特
に日吉キャンパスの建設と戦争の時代を中心に）、
また多様な生物とその保全の観点からなど、異なる
テーマで何度も歩き回るフィールドワークの時間を
設けている。今回の訪問先では、生物学的な視点で
のフィールドワークで大きくコースが変わり、日吉
記念館裏側や普通部生、塾高生が関わりながら雑木
林の再生に取り組んでいるマムシ谷の森の植生の観
察が行われたほか、歴史地理学的な視点では、日吉
の丘公園周辺を訪問したことが、筆者にとっては新
鮮であった。また、コロナ後は授業時間外で希望者
のみを対象としていた日吉台地下壕（旧海軍連合艦
隊司令部地下壕）見学も、久しぶりに授業時間内
で、日吉台地下壕保存の会の協力を得て実施した。
あまり受講者に「教えすぎない」ことを教員で申し
合わせ、受講者自身が自由な発想で問題を発見し、

探求してもらうことを目指し、実際に教員が想像も
しないことに着目して「探求」する姿は、教員にも
大いに刺激となった。
　従来は履修者が 20 名に満たない規模であったが、
本年は初めて当初の履修登録者で登録を打ち切りと
し、さらに初回授業参加者で人数の絞り込みを行っ
た。最終提出された論文は、昨年から学生数名の編
集委員の手で論文集として形に残すこととし、今年
度も『日吉学論集』第２巻（探求篇）全 126 ページ
としてまとめられ、22 本の論文が収録された。今
後もこの授業が、単に毎年開講される授業科目とし
てのみならず、学生たちの知的好奇心と学術的視座
のゆりかごとして、またこのキャンパスを対象とし
た学術研究の源泉地として、発展し続けてくれるこ
とを期待したい。
� （都倉武之）

キャンパス内の歴史フィールドワーク（藤山記念館前）

マムシ谷の自然フィールドワーク（日吉記念館下付近）
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Ⅱ　教育開発関連プロジェクト

1 設置科目
1-5 ゲーム学

［株式会社コーエーテクモホールディングス寄附講座］

　「ゲーム学」はデジタルゲームをアカデミックに
考察することを目的とした講座である。2025 年度
は株式会社コーエーテクモホールディングスの
襟川陽一氏、ならびに同社、早矢仕洋介氏、三嶋寛了
氏による特別講義を皮切りに、以下のプログラムが
つつがなく実施された。履修者はやや減少し、70
名ほどだったが、出席率やリアクションペーパーの

充実度は高く、質疑応答も活発におこなわれた。本
年度の講義ではとりわけ、デジタルゲームの他分野
での応用の広がり、AI との関係といった主題が印
象に残った。来期もまた新たな講師陣をお迎えし、
デジタルゲームについて考察をさらに深めていきた
い。
� （新島　進）

■�シブサワ・コウのゲーム開発、新しさを創造する
ゲーム開発プロセス、新しい発想をプロダクト化
しやすくするためのゲームエンジンのデザイン
　襟川陽一
　 （�株式会社コーエーテクモホールディングス 代

表取締役会長兼 取締役会議長）、早矢仕洋介
（株式会社コーエーテクモゲームス 取締役副社
長）、三嶋寛了（株式会社コーエーテクモゲー
ムス 執行役員フューチャーテックベース部長）

■�イントロダクション
　新島　進（慶應義塾大学 経済学部 教授）
■デジタルゲームに見る着せ替え人形的表現
　堺　文男（尚美学園大学 総合政策学部 講師）
■ゲーム産業の基本構造
　小山友介
　 （芝浦工業大学 システム理工学部 教授）
■�（実践）中国巨大市場への挑戦
　大里雄二（ZENY株式会社 代表取締役COO）
■デジタルゲームの感性学
　吉田　寛（東京大学 教授）
■�ゲーム依存について――精神分析／精神医学の観
点から
　藤田博史
　 （�医療法人ユーロクリニーク理事長・狭山メンタ

ルクリニック院長）

■フランスにおけるヴィデオ・ゲーム
　ローベル・ロラン
　 （慶應義塾大学 商学部 非常勤講師）
■ �CG制作の御紹介
　野末武志
　 （株式会社スクウェア・エニックス 執行役員）
■�社会課題解決・コミュニケーション技法としての
シリアスゲーム活用
　標葉靖子（実践女子大学 人間社会学部 教授）
■ゲームと文学──テクスト、仮想現実、身体性
　新島　進（慶應義塾大学 経済学部 教授）
■�ゲームとヒューマンエージェントインタラクショ
ン
　大澤博隆（慶應義塾大学 理工学部 准教授）
■�ゲームをフェミニズムする、クィアする（オンデ
マンド）
　近藤銀河
　 （�東京芸術大学大学院 美術研究科先端芸術表現

専攻博士課程）
■�コミュニケーションを拡張するインターバース技
術とバーチャルエコノミーの拡大
　大隈隆史
　 （�産業技術総合研究所人間拡張研究センター 

総括研究主幹）

2025年度　秋学期「ゲーム学」

堺　文男氏 大里雄二氏
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Ⅱ　教育開発関連プロジェクト

1 設置科目
1-6 エンターテインメントビジネス論

［株式会社アカツキ寄附講座］

　2025 年度春学期に「エンターテインメントビジ
ネス論」を実施した。本講義は、アニメやゲームを
はじめとしたエンターテインメントビジネスについ
て、理論と実務の双方から学際的・分野横断的なア
プローチを行うものである。2022 年度の実験授業
を経て、2023 年度から株式会社アカツキ寄附講座
として正式に開始された。今年度も前年度に引き続
き、三原龍太郎（経済学部准教授）がコーディネー
ターを務め、授業運営は主に非常勤講師の中山淳雄
が担当した。
　中山や慶應義塾大学教員によるエンターテインメ
ントビジネスに関する講義に加え、アニメ、テーマ
パーク、映画、芸能、ゲーム、ショートドラマと
いったエンターテインメントビジネスの各分野で活
躍されているゲストスピーカーと中山が対談を行う

という形式で進められた。ゲストスピーカーは毎回
非常に豪華なメンバーで、出席者と登壇者との間で
活発な議論が交わされ、非常に充実した内容となっ
た。
� （三原龍太郎）

■エンタメビジネス全体像
　中山淳雄
　 （�（株）Re entertainment 代表取締役社長、慶應

義塾大学非常勤講師）
■アニメ－業界ゲストとの対談
　和田丈嗣
　 （�株式会社プロダクション・アイジー代表取締役

社長）
■芸能－業界ゲスト講師との対談
　山崎怜奈（株式会社マウントケープ）
■映画－業界ゲスト講師との対談
　藤村哲哉
　 （�株式会社フィロソフィア代表取締役社長、元

ギャガ創業者）
■パーク－業界ゲスト講師との対談
　藤田和巳
　 （�株式会社サンリオエンターテイメント執行役

員）
■「中国アニメの現状と展望」
　山下一夫（慶應義塾大学理工学部教授）

■アニメ－業界ゲスト講師との対談
　西村浩哉
　 （�元ディーライツ、ローソンエンタテイメント事

業本部長）
■「近年の中国語圏映画製作と興行」
　吉川龍生（慶應義塾大学経済学部教授）
■ドラマ－業界ゲスト講師との対談
　仲子拓也（株式会社GOKKO）
■芸能－業界ゲスト講師との対談
　山田邦子（日本喜劇人協会 11 代会長）
■ゲーム－業界ゲスト講師との対談
　鈴木　尚
　 （�元株式会社スクウェア代表取締役社長、LDH

会長、楽天常務）
■AI －業界ゲスト講師との対談
　くりえみ（AiHUB株式会社執行役員CMO）
■「日本アニメのアジア展開」
　三原龍太郎（慶應義塾大学経済学部准教授）

※�掲載の情報は、教養研究センターWeb サイト公
開当時の情報に基づいています。
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Ⅱ　教育開発関連プロジェクト

1 設置科目
1-7 金融リテラシー入門

［SMBC グループ寄附講座］

　SMBCグループ寄附講座「金融リテラシー入門」
は、教養研究センター設置科目として、2024 年度
の実験授業を経て、2025 年秋学期に開講となり 120
名の定員を大きく上回る履修登録希望を得た。本寄
附講座は十数大学で展開されているが、大学として
オリジナルのカリキュラムを組んでの開講は初で、
半期の全 14 回のうち 10 回については、塾内の教
員、或いは塾員で士業に付く講師を招聘し、残り 4
回を、SMBC グループの各企業から講師を派遣い
ただき授業を編成した。
　いずれの回も、実施前に内容の入念な打ち合わせ
を行い、更に、各回の学生からのリアクションペー
パーの内容や、全ての授業後に、学生希望者数名と
2時間ほど授業の振り返りや議論の場を設け、可能
な限り授業と並行して内容のアップデートを行って
いくような仕組みを構築し、更に、正規の回に加え
て補講も実質２回実施した。またAI 時代に伴い、
学生全員が同じ答えとなるような課題は控え、個々
人のオリジナリティーが伴う課題の設定とした。
　講座の各回の内容等については下記表を参照いた
だきたい。� （寺沢和洋）

回 内　　　　　　　容 担当（敬称略）

① 20 歳の現状把握、学生の立ち位置、金融リテラシーの本質
本講座の取説 教養研究センター・医学部・寺沢和洋

② 財務諸表の読み方、個人の財務諸表 税理士・会計士・不動産鑑定士・西本隆文（塾員）

③ 金融・経済・市況の概要・新聞の読み方 教養研究センター・小林健一

④ 税金（所得税・相続税・贈与税）、確定申告 税理士・会計士・不動産鑑定士・西本隆文（塾員）

⑤ マネープランの基礎と金融資産についての概況 （株）三井住友銀行・三田通支店長・牛丸綾子

⑥ 株式（市場）全般について SMBC日興証券（株）・千賀恒広

⑦ 現物資産について（不動産、他） 教養研究センター・医学部・寺沢和洋

⑧ 不動産登記簿謄本（登記）の読み解き方 司法書士・種本里紗（塾員）

⑨ 生保・損保（社会・介護・失業保険） J-FLEC・村岸理美

⑩ 企業 IR・企業戦略 室町殖産（株）・代表取締役社長・山下剛史

⑪ FPによる解説・お金の悩み・実例・解決法（各状況・各世
代） 教養研究センター・小林健一

⑫ トラブルと解決策 SMBCコンシューマーファイナンス（株）・辻谷美由紀

⑬ 副業・起業・特許 医学部・井上浩義

⑭ 全体の総括、ディスカッション、キャリアパス実例
（株）三井住友銀行・日野岳衛、司法書士・種本里紗（塾
員）、教養研究センター・法学部・片山杜秀、教養研究セン
ター・小林健一、教養研究センター・医学部・寺沢和洋

補 株式投資・超入門 教養研究センター・医学部・寺沢和洋
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Ⅱ　教育開発関連プロジェクト

2 実験授業
2-1 庄内セミナー

　2024 年度は台風により中止した庄内セミナー
だったが、2025 年度は催行できた。８月 29 日から
９月１日まで「庄内に学ぶ生命（いのち）―死と生
を繋ぐ」をテーマに、慶應義塾高等学校より５名、
慶應義塾大学の６学部・１研究科より 14 名の計 19
名の参加者が教職員６名と庄内の地に赴いた。幸い
現地でご準備頂いた熊スプレーの出番は無く、全行
程を無事に終えた。
　初日は鶴岡市役所にご用意いただいたバスで慶應
義塾大学鶴岡タウンキャンパス（TTCK）に移動
し、５つの班ごとに「生」「死」あるいは「生命」
といったことばを起点にマインドマップを作成し
た。夜は休暇村羽黒で東山昭子先生の講演を伺い、
庄内で大切にされている考え方を表す表現、そして
庄内を代表する詩人の吉野弘の詩に宿ることばの力
について学んだ。香り高いだだちゃ豆の生産者の
佐藤荘洲様にもお会いした。
　２日目は南岳寺で即身仏を拝観し、榎本肇子様よ
り、明治の代に即身仏となった鉄竜海上人について
伺い、慶應義塾高等学校の古川晴彦先生からは即身
仏になるということの社会的かつ精神的背景につい
て伺った。その後日本で唯一の黒いマリア像を擁す
る鶴岡カトリック教会を見学した。衆生を救い続け
るために、即身仏になることを選んだ住職の生き方
と、その凄烈な祈りの室の上に建っている南岳寺本
堂。一方で、救い主イエスをこの世に届けその奇蹟
を見守り続けたマリアの生き方と、黒いマリア像を
安置するロマネスク様式の聖堂。「永遠の平安を祈
り続ける」ということの極端に異なるかたちが鶴岡
に存在することを知った。
　昼食は知憩軒で長南 光様の心づくしのお料理を
頂き、土地の食材への揺るぎない信頼を感じとっ
た。庄内藩校致道館では、その昔藩主がお入りに
なった御入間にて、庄内酒井家第 18 代当主酒井忠久
様よりご挨拶を賜った。そして慶應義塾高等学校の

鳥海奈都子先生より、朱子学の流れを汲む「論語」
と徂徠学の流れを汲む「庄内論語」について伺い、
庄内論語の素読を先導して頂いた。藩校致道館の
生田浩樹様からは、200 年以上前の致道館教育の方
針である「一人一人の良い所を伸ばす」教育のご説
明があった。続いて慶應義塾大学先端生命科学究所
では、荒川和晴所長に、生命科学者として生と死と
いう状態についてご講演頂き、ラボ棟をご案内頂い
た。
　３日目は修験体験である。「今日の修験体験を一
過性のイベントにしないで」という吉住弘幸先達の
言葉を心に留め、「受けたもう」の意味をかみしめ
て進んだ。修行の所作は学生たちに強い印象を残し
たようだった。先達の吉住様、渡邉孝之様、中野雄一朗
様に感謝する。夜の八朔祭では、厳しい修行を経た

第 14 回 庄内セミナー
　　　庄内に学ぶ〈生命〉―死と生を繋ぐ―

慶應義塾大学教養研究センター主催

期間：2025 年 8月 29 日（金）～ 9月 1日（月）3泊 4日
場所：山形県鶴岡市（鶴岡タウンキャンパス他）
定員：20 名程度　     対象：慶應義塾大学学部生・大学院生　
参加費用：10,000 円　※現地までの交通費は自己負担。現地集合・現地解散です。

庄内セミナーは、慶應義塾大学鶴岡タウンキャンパス（ＴＴＣＫ）がある山形県鶴岡市を
拠点として開催する生命をテーマにした体験型セミナーです。修験体験、即身仏拝観、
庄内論語素読、TTCK先端生命科学研究所ラボ見学、講義と対話、地元との交流を通して
庄内地方の歴史、文化、自然を体感して「生命」をめぐる幅広い「学び」を体験します。　

修験体験 ： 羽黒山にて                 問い合わせ ： toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

　　  　
■参加申込・募集期間 
５月 7日（水）～ 6月 20 日（金）正午

　　　　　　　　　※　応募者多数の場合、選考を行います。

■参加者事前講習会・説明会
8月 1日（金）13：00 ～ 15：00（予定）
来往舎 1階シンポジウムスペース

　　　　 いのち

滝行

火渡り

TTCK 先端生命科学研究所

庄内論語素読

■参加申込・募集期間
https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/shonai/
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山伏たちの熱気が出羽三山神社を満たしていた。
　最終日は、５つの班が、生・死・生命に向き合い
激論を交わした結果をTTCKで発表した。聞き応
え十分で、質疑も活発だった。そして松が岡のシル
クミライ館で、鶴岡シルク株式会社の大和匡輔様
に、鶴岡の「絹」生産の歴史を今日の経済・環境と
結びつけてお話し頂いた。最後に美しい葡萄畑を見

ながらピノ・コッリーナでの懇親会で締めくくっ
た。酒井忠久様、鶴岡市長皆川治様、鶴岡市役所政
策企画課の皆様、早坂剛様、鶴岡各所でお世話に
なった皆様、そして見守ってくれたお山に深く感謝
している。
� （鈴木亮子）
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Ⅱ　教育開発関連プロジェクト

2 実験授業
2-2 情報の教養学

　「情報の教養学」は、近年の高度情報化社会の急
速な発展における最新の話題を提供することを目的
とした講演シリーズである。2025 年度は、春学期
に３件、秋学期に３件の講演を実施した。
　春学期では、まず、福井健策氏（弁護士）が「わ
たしの声はわたしのもの？わたしの顔はわたしのも
の？〜デジタルレプリカの法律学入門」という題目
で講演した。近年のAI が生成する画像や動画など
のコンテンツの中には、無断で本物を模倣し公開さ
れているが、著作権や肖像権などの権利がどのよう
に適用されるのか、問題はどこにあるのかなどを議
論した。次に、太田雅文氏（東急総合研究所 フェ
ロー）は、「TODによるサステナブルな田園都市」
という題目で講演した。TOD（公共交通機関に基
づいた都市づくり）そのものの考え方から始め、東
急沿線でどのようにそれを行ってきたのか、「サス
テナブル」の観点から今後どう考えるべきかなどを
議論した。最後に、伊藤公平塾長は、「慶應義塾で
学ぶこと」という題目で講演した。歴史は自分がと
るべきスタンスの参考になると述べ、10～20 代こ
そじっくりと考え、知識やいろいろな考え方を身に
つける時期であると説き、読む力や書く力の重要性
について述べた。
　秋学期では、まず、山中祥太氏（LINE ヤフー
（株）LINE ヤフー研究所上席研究員）は、「使いや
すいユーザインタフェースのデザインを理論的に研
究する」という題目で講演した。2025 年の大学入
学共通テストの問題をUI の理論的研究の観点から
解説し、さらに、スマホアプリのボタンをタップす
るときの成功率を推定する自身の研究およびその
ツールTappy を紹介した。次に、山本龍彦氏（法
務研究科教授）は、「AI ×アテンション・エコノ
ミーと人間の尊厳―SNS はあなたを幸福にしてい
ますか？―」という題目で講演した。SNS は、依
存症のような状態を作り出すことにより「時間」を
払っており、知らず知らず思考の弱体化につながる
など危険を述べた。そして「情報的健康」が重要に
なってくると説いた。最後に、高道慎之介氏（理工
学部准教授）は、「音のAI を知り人間を知ろう」
という題目で講演した。音を対象にAI を活用した

具体的な研究例を複数とりあげ、それらが人間や文
化の拡張や、人間の知覚への介入や模倣との関係に
ついて解説した。
　いずれの講演も参加者は興味深く聴講し、質疑も
活発でした。春・秋の講演の一部の動画は、下記の
情報の教養学のホームページから視聴できる。
https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/education/information/
� （高田眞吾）
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Ⅱ　教育開発関連プロジェクト

2 実験授業
2-3 みなさん mirai プロジェクト

　教養研究センターを拠点に、慶應義塾未来先導基
金・南三陸プロジェクト「自然の中で考える生命、
社会の未来―我々は何ができるのか―」の活動（３
年目）。本プロジェクトは東日本大震災を経験した
南三陸町にある慶應最大の学校林をベースに、キャ
ンパスにいてはできない学びをする場を目指す。本
年度も森林と災害をテーマに自然災害を自分事とし
て考え、命、生きるということ、そして我々の未来
をどう作るべきかを、参加者に問いかけた。
　具体的な活動は、事前学習、合宿、学習結果を共
有する成果報告ミーティング、学習会、学生による
活動報告会など。連合三田会で南三陸に関わってき
た先輩たちとの交流を行った。また、社会・地域連
携室の協力で、南三陸の間伐材で昨年度試作したペ
ン・杉・葉っぱをかたどったキーホルダー型の
チャーム三種が慶應公式グッズとして販売された。
詳細は「活動報告 2025」にまとめた。
◇メンバー教員：
　�岡田英史（理工学部・常任理事）、奥田暁代（法
学部・常任理事）、青木淳一（法学部）、有川智己
（経済学部）、井奥洪二（経済学部）、植田浩史
（経済学部）、大平哲（経済学部）、糟谷大河（経
済学部）、津田眞弓（代表・経済学部）、戸部真澄
（法学部）、丹羽雄一（経済学部）
◇学生参加者：22 名
◇アドバイザー：
　�長沖暁子（元経済学部）、本行正実（塾員）、�
小野竜史（法学部）
◇主な活動内容：
■６月 14 日（土）13：30～15：00　参加者説明会
■�６月 14 日（土）15：30～17：00　福澤育林友の
会主催講演会参加
　題目：�「南三陸慶應の森の自然環境と植物相」

講師：一ノ瀬友博氏（環境情報学部）
■�７月１日（火）18：15～20：00　事前学習会
　ミニ講義：糟谷大河、丹羽雄一、植田浩史
　提案：�戸部真澄、井奥洪二、大平哲、有川智己、

津田眞弓
■�８月８日（金）～８月 11 日（月）南三陸合宿研
修
　�　これまでの学生が調査・プランを立てた研修先
に加え、今年度は初めて女川原子力発電所へ。
■�８月 18 日（月）18：15～20：00　成果報告ミー
ティング

■�９月 23 日（火）10：00～12：00　放射能につい
ての特別講義　講師：井奥洪二
■�９月 29 日（月）18：15～20：15 基調講演 +活動
報告+ディスカッション
　活動報告：�「語られざる震災の記憶。復興と克服

のあいだで…」
　基調講演：�籾木佑介（NHK 政経・国際番組部

ディレクター、元慶應義塾・南三陸プ
ロジェクト）「〈問い〉は現場（フィー
ルド）で生まれる」

◇WEBサイト：
　https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/minasanmirai/
◇活動報告書：
　�https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/minasanmirai/2025/
PDF/activity_report_2025.pdf
� （津田眞弓）
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Ⅱ　教育開発関連プロジェクト

2 実験授業
2-4 �エンターテインメントビジネス特論

　2025 年度秋学期に実験授業「エンターテインメ
ントビジネス特論：日本アニメの次の 10 年を展望
する」を実施した。現代日本のエンターテインメン
トビジネスの中でも中心的な存在であるアニメビジ
ネスに特に焦点を当て、その「次の 10 年」を展望
するもので、2026 年度から開始する寄附講座の準
備段階として位置づけられている授業である。
　研究者による講義（三原龍太郎・経済学部准教
授）に加えて、アニメビジネスの最前線で活躍する
実務家からも数多くのゲスト講義を得ることができ

た。具体的には、平澤直氏（アーチ株式会社代表取
締役・創業者）、谷口悟朗氏（アニメーション監
督）、竹内文恵氏（アスミック・エース）、小形尚弘
氏（バンダイナムコフィルムワークス）からゲスト
講義が行われた。
　毎回の授業では出席者と登壇者の間で活発な議論
が交わされ、非常に満足度の高い内容となった。

①�　10 月１日 アーチ株式会社代表取締役・創業者
平澤直氏特別講演（総論）
②�　10 月 22 日 アーチ株式会社代表取締役・創業
者　平澤直氏特別講演（各論）
③�　10 月 29 日 日本のアニメビジネスとアジア：
中国・インド・サウジアラビア（三原龍太郎・経
済学部准教授）
④�　11 月 12 日 アニメビジネス実務家ゲスト講義
①：谷口悟朗氏（アニメーション監督）
⑤�　12 月 10 日 アニメビジネス実務家ゲスト講義
②：竹内文恵氏（アスミック・エース）
⑥�　2026 年１月７日 アニメビジネス実務家ゲスト
講義③：小形尚弘（バンダイナムコフィルムワー
クス）
⑦�　2026 年１月 14 日 総合討論（平澤直氏・三原
龍太郎経済学部准教授・山下一夫理工学部教授・
吉川龍生経済学部教授）

※�掲載の情報は、教養研究センターWeb サイト公
開当時の情報に基づいています。
� （三原龍太郎）
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Ⅱ　教育開発関連プロジェクト

3 「学び場」プロジェクト

　慶應義塾のホームページを眺めてみる。義塾の理
念を、重要語句を集めて解き明かしてゆく画面が見
つかる。そこに「独立自尊」や「気品の泉源」など
と共に並んでいるのが「半学半教」だ。「教える者
と学ぶ者との師弟の分を定めず、先に学んだ者が後
で学ぼうとする者を教える。教員と学生も半分は教
えて、半分は学び続ける存在という、草創期からの
精神です」。1871（明治４）年、慶應義塾は新銭座
から三田二丁目に移った。そのとき、真っ先に福澤
諭吉先生が作ったのが「慶應義塾社中之約束」。先
生は記す。義塾の学問とは特定の師匠を崇め奉るよ
うなものではない。確かに福澤諭吉が創始者であり
中心的教員であるには違いない。が、かといって、
福澤本人でないと教えられない特別な秘儀や秘伝が
あるわけではない。福澤先生はカリスマ的家元では
ない。ただ「博く洋書を読み、或は其文を講じて人
に伝へ、或は之を翻訳して世に示すのみ」。「文明開
化」に必要な西洋の書物を読むことができ、それを
日本語にして、内容を噛み砕いて伝える。そういう
授業ができれば、福澤先生に限らず誰でも教師にな
れる。生徒もそうなれるように勉めればよい。もし
も生徒の学びが捗って、在学中に同輩後輩に手ほど
きできるようになれるなら、生徒が教師を兼ねても
一向に差し支えない。「今日人に学ぶも明日は又却
て其人に教ることあり」。誰が生徒でも教師でも構
わない。「故に師弟の分を定めず、教る者も学ぶ者
も、概してこれを社中と唱ふるなり」。慶應義塾に
限らず、塾というものの学びのスタイルとはそうい
うものであったろう。
　この「半学半教」の理念を現代の日吉キャンパス
に蘇らせようとするのが「学び場プロジェクト」。
教養研究センターと日吉メディアセンターによる共
同事業であり、教養研究センターの設置科目と連動
している。原則としては「アカデミック・スキル
ズ」の既履修者である学生から選抜し、非常勤職員
として日吉の図書館の１階に設けられている学習相
談のカウンターに座ってもらい、訪れる学生に対し
て、レポートの書き方やノートの取り方などを教え
る。それは「アカデミック・スキルズ」の内容に通
じることで、つまり、「アカデミック・スキルズ」

という授業で履修者の獲得したスキルを、学習相談
の窓口を通じて、より多くの学生に伝授してもらお
うとする試みである。
　2025 年度の学習相談員の内訳は次の通り。学部
４年が文学部２人、経済学部１人、商学部３人、理
工学部１人 。学部３年が経済学部２人、商学部１
人、理工学部２人。学部２年が文学部３人、経済学
部２人、法学部２人。総計 19 人。相談期間は春学
期と秋学期を合わせて 135 日間で、相談件数は 143
件であった。疫病流行期が明けてから 2023 年度ま
では相談件数は増加傾向にあったが、2023 年度は
258 件、2024 年度は 228 件であったことを考える
と、2025 年度は大幅に減少していると言わざるを
得ない。理由は種々考えられるが、ひとつには、
AI による文章の自動生成環境の普及と性能の飛躍
的向上、およびそれに伴う大学教育の中でのレポー
トの役割の変化が挙げられるであろう。「半学半教」
の仕組みにも改革が求められる時期なのかもしれな
い。
� （片山杜秀）

学学習習相相談談
日吉メディアセンター

レポートの筆、
止まってしまったら…

・そもそも課題に何を書けばいい？
・レポートの構成って？
・資料の使い方がわからない…
・参考文献/注の使い方を知りたい
・伝わるプレゼン方法は？

…その悩み、先輩に相談
してみませんか？

新新入入生生
必必見見！！

各種メディアで情報発信中！

◇実施日時：2025年 4/14(月)～7/25(金)
◇場所：日吉図書館1階 スタディサポート

直接カウンターまでお越しください！
Webサイトよりご予約も受け付けます。

お問い合わせ：mc-hys-ref@adst.keio.ac.jp
共催 日吉メディアセンター・教養研究センター・日吉学生部

学学生生相相談談員員がが、、同同じじ学学生生目目線線でで
アアドドババイイススししまますす！！
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Ⅲ　交流・連携関連プロジェクト

1 日吉行事企画委員会
（HAPP）

　日吉行事企画委員会（HAPP）は、日吉のキャン
パス内外のコミュニティーにさまざまな共有の場を
提供する、もしくは新入生を歓迎することを目的と
した行事を委員会で企画し、春および秋学期におい
てそれらを催している。また、秋学期においては、
塾生および教職員から企画を公募し、審査を経て採
択した催し物を主催している。なお、委員会で企画
したイベントは、継続性を有するイベントを優先し
て開催している。
　2025 年度の HAPP は、例年通り複数の企画を主
催し、公募企画１つを含む計７種類の催し物を行っ
た。これらには、毎年恒例となっている、舞踏公
演、著名者による講演会、複数回の演奏会が開催さ
れる「日吉音楽祭」および日吉メディアセンターで
のライブラリーコンサートなどが含まれていた。今
年度の企画公募においては、審査の結果、「新人Ｈ
ソケリッサ！ことぶき多世代プロジェクト」が採択
された。ここでは、ダンサーであるアオキ裕キと、
路上生活者および元路上生活経験者で構成されたダ
ンスグループによる、ダンスを主とした肉体パ
フォーマンスが行われた。また同時に、彼らの活動
を紹介する記録映像の上映、および主宰者を招いて
の座談会も行われた。
　HAPP が主催する企画については、何らかの記

録を残してきてはいるが、すべての催し物が、例え
ば映像記録として存在しているわけではない。これ
については、今後改善の余地があり、将来的な課題
として捉える必要があるかもしれない。2020 年に
新型感染症（COVID-19）の感染拡大が見られた
際、YouTube を介したライブ配信を行った企画も
あった。これには利点があり、録画された映像ファ
イルをそのまま YouTube 上に残しておくことがで
き、アーカイブ化することが容易であった。しかし
ながら、配信には一定の手間と予算が必要であり、
2025 年度にライブ配信を継続して行った企画は、

「日吉音楽祭 2025」として開かれた２つの演奏会の
みとなった。
　2025 年度の HAPP 主催・企画の企画は、次で
あった：１）講演会「福澤諭吉と北里柴三郎―近代
史上の慶應医学部―」（５月 10 日）、２）図書館で
行われたライブラリーコンサート（５月 14 日と 16
の計２公演）、３）アートセンターとの共催企画、

「今貂子舞踏公演『彗星』」（５月 21 日）、４）日吉
音楽学研究室による、「日吉音楽祭 2025」の枠組み
で行われた演奏会２つ（７月 12 日および 13 日）、
５）４年目となった、松下里沙子氏によるワーク
ショップとレクチャー「ジェンダーレスなインプ
レッションメイク」（12 月５日）、そして６）教養

2025年度　実施企画一覧

No. 企画名 日程

1 福沢諭吉と北里柴三郎─近代史上の慶應医学部─ 5 月 10 日（土）

2 ライブラリーコンサート　2025 弦楽四重奏：5 月 14 日（水）
Jazz：5 月 16 日（金）

3 新入生歓迎行事　今貂子舞踏公演『彗星』 5 月 21 日（水）

4 日吉音楽祭 2025 7 月 12 日（土）、13 日（日）

5 新入生歓迎行事　ジェンダーレスなインプレッションメイク 12 月 5 日（金）

6 新入生歓迎企画 / 教養の一貫教育 Vol.11「永井荷風文学賞リレー講演会」１
田中純氏×松浦寿輝氏×朝吹亮二氏 12 月 12 日（金）

7 「新人 H ソケリッサ！ことぶき多世代プロジェクト」
SUPER STRANGER 新人 H ソケリッサ！慶應義塾大学パフォーマンス 2026 年 1 月 21 日（水）
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の一貫教育 Vol.11 として行われた講演、「永井荷風
文学賞リレー講演会１─第１回永井荷風文学賞受賞
作　田中純『磯崎新論』─」（12 月 12 日）であっ
た。公募企画については、上記の「「新人Ｈソケ
リッサ！ことぶき多世代プロジェクト」SUPER 
STRANGER 新人Ｈソケリッサ！慶應義塾大学パ

フォーマンス」と題されたイベントであった（2026
年１月 21 日）。
　HAPP 全般については、HAPP の Web サイト

（https://happ.hc.keio.ac.jp/）をご覧いただきたい。
� （石井　明）

慶應義塾大学教養研究センター日吉行事企画委員会(HAPP)

入場無料・事前申込不要

Designed by Kaori Hirayama (Musicology Office, Keio University)

主 催：慶應義塾大学教養研究センター日吉行事企画委員会(HAPP)
慶應義塾大学教養研究センター

慶應義塾大学日吉音楽学研究室

問合せ：慶應義塾大学日吉音楽学研究室  045-566-1359 http://www.musicology.hc.keio.ac.jp/ 

July 12, 2025 
室内楽・ピアノ
マラソンコンサート

出演：慶應義塾大学学生
一貫校生徒 教職員

日時：2025年7月12日（土）
14時開演 (13時30分開場)

曲目：フランツ・シューベルト
フレデリック・ショパン
フランツ・リスト
ヨハネス・ブラームス
セルゲイ・プロコフィエフ
などによるピアノ・室内楽作品（詳細未定）

慶應義塾大学古楽アカデミー・
室内アンサンブル演奏会
《バロック後期器楽作品の混合趣味》

出演：慶應義塾大学古楽アカデミー・
室内アンサンブル（ピリオド楽器使用）

全体指導/チェンバロ/フラウト・トラヴェルソ：石井 明

日時：2025年7月13日（日）
14時開演（13時30分開場）

曲目：ヨハン・アドルフ・ハッセ
ルイ＝アントワーヌ・ドルネル
ゲオルク・フリードリヒ・ヘンデル
アントニオ・ヴィヴァルディ
ゲオルク・フィリップ・テレマン
ジャン＝ジョゼフ・ド・モンドンヴィル
ヨハン・ゼバスティアン・バッハ
による室内楽作品

July 13, 2025 

日吉音楽祭2025

場 所：藤原洋記念ホール（慶應義塾大学日吉キャンパス協生館内）
日吉駅（東急東横線・目黒線・新横浜線／横浜市営地下鉄グリーンライン）徒歩1分

HAPP慶應義塾大学新入生歓迎企画/教養の一貫教育 Vol.11
永井荷風文学賞リレー講演会１

第１回永井荷風文学賞受賞作 田中純『磯磯崎崎新新論論』（講談社 2024）

鼎談 田中 純 松浦 寿輝 朝吹 亮二

主催：HAPP（慶應義塾大学教養研究センター
日吉行事企画委員会）/三田文学会/
慶應義塾高等学校（日吉協育プログラム）

日時：2025年12月12日（金）
           15時15分~17時45分ごろ終了予定(開場:15時)
場所：日吉協育ホール（慶應義塾高等学校日吉協育棟４階））
対象：塾生（大学生・大学院生・一貫教育校生）

教職員・三田文学会会員
*事前申し込み不要

問い合わせ先：慶應義塾高等学校国語科古川
（Furukawa@hs.keio.ac.jp）

＊塾高生は将来開発プログラム２ポイント対象

開会挨拶：阿久澤 武史（高等学校長）
                   小菅 隼人（日本演劇学会会長・理工学部教授）

コーディネーター・司会：古川 晴彦（高等学校教諭）

協力：慶應義塾高等学校古川晴彦ゼミ（17期）
ポスターデザイン：大森 悠生（3-I、17期ゼミ生）
「つくばセンター広場を逍遥する永井荷風」
本ポスターの作成にはGemini(生成AI)を使用しました

松浦寿輝（まつうら ひさき）
詩人、小説家、東京大学名誉教授、1954年、
東京都生まれ。「花腐し」で芥川賞、『人
外』で野間文芸賞を受賞。著書に『ＢＢ／
ＰＰ』（講談社）『明治の表象空間』（新
潮社）『名誉と恍惚』（新潮社）。詩集に
『冬の本』（青土社）『afterward』（思潮
社）など。芥川龍之介賞選考委員、永井荷
風文学賞選考委員。

田中純（たなか じゅん）
東京大学名誉教授、1960年生まれ。2002
年『アビ・ヴァールブルク記憶の迷宮』
でサントリー学芸賞(思想・歴史部門)、
2008年『都市の詩学』で芸術選奨文部科
学大臣新人賞、2009年『政治の美学』で
毎日出版文化賞、2010年フィリップ・フ
ランツ・フォン・ジーボルト賞、2025年
渡邊守章賞を受賞。『磯崎新論』（講談
社）で第1回永井荷風文学賞を受賞。

朝吹亮二（あさぶき りょうじ）
詩人、慶應義塾大学名誉教授。1952年、東
京都生まれ。詩集に『朝吹亮二詩集』、
『opus 』（第25回藤村記念歴程賞）
『まばゆいばかりの』（第2回鮎川信夫賞）、
『ホロウボディ』（いずれも思潮社）、
『密室論』（七月堂）など。2016年、『ア
ンドレ・ブルトンの詩的世界』（慶應義塾
大学出版会）で福澤賞を受賞。

町田康／あだち麗三郎／新人Hソケリッサ！
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＜プログラム＞ 
第一部　15時30分～17時45分　会場：来往舎２階大会議室 
　新人Hソケリッサ！インド路上ダンス記録映像上映、トーク 

第二部　18時～18時45分　会場：来往舎イベントテラス 
　ダンス公演「SUPER STRANGER」 

第三部　19時～19時30分　会場：来往舎イベントテラス 
　アフタートーク　町田康／あだち麗三郎／新人Hソケリッサ！／横山千晶

SUPER S
TRANGE

R

2026年1月21日 水曜 15時30分～19時30分

路上生活経験者で構成されたダンスグループ「新人Hソケリッサ！」。 
インドでの活動記録映像の上映と、現地で披露したダンス作品の上演を、 
あだち麗三郎の生演奏、町田康の朗読とともに特別版としてお届けします。 
活動開始から20年を迎えたいまの取り組みを共有する機会です。 
入場無料、途中入退場可。どなたもぜひお越しください。

　入場無料  

お問い合わせ　 
慶應義塾大学教養研究センター日吉行事企画委員会（HAPP）hy-happ@adst.keio.ac.jp 

主催：慶應義塾大学教養研究センター日吉行事企画委員会（HAPP） 
共催：慶應義塾大学法学部日吉設置科目「人であること」 
　　　慶應義塾大学教養研究センター設置科目「身体知―創造的コミュニケーションと言語力」 
  
         コーディネーター：横山千晶     企画制作協力：アオキカク 

H H

朗読　　　　　　　 音楽　　　　　　　　　　　　　   踊り

＋「身体知」クラス履修生

Keio University Hiyoshi Campus, Raiosha
4-1-1, Hiyoshi, Kohoku-ku, Yokohama-shi 
Access from Hiyoshi Station (Tokyu Toyoko Line /
Tokyu Meguro Line / Tokyu Shin-yokohama Line /
Yokohama Municipal Subway Green Line)

2025年５月21日（水）
［18時00分開演・17時30分開場］

慶應義塾大学日吉キャンパス
来往舎イベントテラス
横浜市港北区日吉4-1-1　
東急東横線・東急目黒線・東急新横浜線・
横浜市営地下鉄グリーンライン　日吉駅下車

撮
影
　
飯
名
尚
人

―煌々と光りを放ち、焔のような尾を引いてやってくる彗星。
舞踏に出会った時、まるで彗星のようだと思った。
飛びのる。勢いよく遊泳する彗星の尻尾を掴み、宇宙を一周。
時が満ちる。再び彗星がやってくる。
源泉から汲出した創造力と、未来を予祝する想像力を地上へと運んで―

Admission Free
入場無料
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＊席に限りがありますので、
　あらかじめご了承ください。

本講座は誰もが持つ「自分らしさ」を引き出し、性別
に縛られない多様な価値観・美的感覚に寄り添った
“ジェンダーレスなインプレッションメイク”を提案するもの
です。一人一人の持つ骨格や個性を活かしながら、
好印象へと導くメイクの技法やコツをデモを交えて
紹介します。性別やメイク経験を問わず、すべての学生
が楽しめて、現代社会の多様性や自己表現の重要性
を体感できる機会となることを目指すものです。

松下 里沙子（まつした りさこ） メイクアップアーティスト。慶應義塾
大学文学部美学美術史学専攻卒業後、富士通株式会社の営業
職を経て、「好きなことを仕事に」という思いで脱サラ。単身NYへ
渡り、メイクアップアーティストとしての第二のキャリアをスタート
させる。NYでは、ランウェイのショーやCOACH, MARC JACOBS, 
MARNIをはじめとするファッションの広告撮影や、Elle, Harper’s 
Bazaar, Marieclaireといった雑誌の撮影など、主にファッションや
ビューティの撮影現場で活躍。2021年東京に拠点を移し、ファッ
ション・広告業界での撮影活動を続ける傍ら、山野美容専門学校
通信課程を修了し、美容師免許を取得。メイクアップが外見だけ
ではなく、内面にももたらすポジティブなエネルギーをより多くの人
に伝えるべく、撮影以外にもメイクレッスン・セミナーを通して活動
の場を広げている。

慶應義塾大学日吉キャンパス
来往舎シンポジウムスペース
講師：松下 里沙子（メイクアップアーティスト、塾員）
コーディネーター：小菅 隼人（理工学部教授）

塾生なら誰でも参加できます。特に新入生を歓迎します。
申し込みフォーム
https://forms.gle/Ahq6HDricGzLX4fu8

◎主催：應義塾大学教養研究センター日吉行事企画委員会（HAPP）　◎協力：　　　　　　　 シュウ ウエムラ
◎お問い合わせ：HAPP事務局  hy-happ@adst.keio.ac.jp；小菅隼人（理工学部教授） hamlet@keio.jp

2025.12.5 FRI
16:30 18:30

慶應義塾大学教養研究センター
Hiyoshi Ar ts & Per formance 
Project （HAPP）

P
R

O
F
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E
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T

R
O

D
U

C
T

IO
N

新入生歓迎行事
松下里沙子ワークショップレクチャーNo.4

当日、映像による記録を行う場合があります。
了承の上にお申込みください。
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2 日吉キャンパス公開講座

　2025 年度の「日吉キャンパス公開講座」は前身
の「横浜市民大学講座」から数え 51 回目となり、
10 月４日から 11 月 29 日までの日程で開催した。
統一テーマについては、４月 14 日に実施の公開講
座運営委員会にて、委員長の素案を元に議論の結
果、「自然と人工」に決定した。講師陣についても、
委員長の素案に各委員からの提案も加え、委員会と
して候補者リストを作成、順次講演依頼を行い、後
述の表のような陣容とした。
　開催にあたり、テーマ概要として示した文章は以
下の通りである（この部分のみ原文のままとするた
め、丁寧語で記すこととする）。

　学校で国語の時間に「自然の反対は人工」と習い
ます。端的に言えば、自然は「人間の手が加えられ
ていない物、状態」を指し、人工は「人間によって
作られた物、状態」という意味合いで使われます。
　「人工」を悪い意味で使う場合もあります。人間
は、人工物、或いは人工物を作るプロセスにより、
自然を破壊し環境汚染を引き起こしてきました。こ
のことは、コロナ禍で経済活動や生産活動が停滞し
た結果、実際に、大気汚染や河川等の水質が改善
し、自然が戻ってきた、という事実からもうかがい
知ることができます。ここでは「自然」と「人工」 

を二項対立的に扱っています。
　そもそも人間は、極寒、酷暑に限らず、気温・天
候の変化に伴う過酷な自然環境を生き抜いてきまし

講座内容 ①３時限目（13:00〜14:30） ②４時限目（14:45〜16:15）慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
講
座

学校で国語の時間に「自然の反対は人工」と習い
ます。端的に言えば、自然は「人間の手が加えられ
ていない物、状態」を指し、人工は「人間によって
作られた物、状態」という意味合いで使われます。
「人工」を悪い意味で使う場合もあります。人間
は、人工物、或いは人工物を作るプロセスにより、
自然を破壊し環境汚染を引き起こしてきました。こ
のことは、コロナ禍で経済活動や生産活動が停滞し
た結果、実際に、大気汚染や河川等の水質が改善
し、自然が戻ってきた、という事実からもうかがい
知ることができます。ここでは「自然」と「人工」
を二項対立的に扱っています。
そもそも人間は、極寒、酷暑に限らず、気温・天
候の変化に伴う過酷な自然環境を生き抜いてきまし
た。「人工（物）」は、台風や地震などの自然現象
を乗り越えて、人間が生きるための術であり、これ
が「人工」の原点だという見方もできるでしょう。
一方で、人間を自然と対峙させず、人間も自然の
一部であるという考え方や、自然と人工が入り混
じったものを一つの要素として捉えることもできる
でしょう。例えば、生命の誕生、個の成長、医療等
は、人工の力が自然の営みを支える、いわば自然と
人工が組み合わさった事例とも言えます。
また、芸術や科学で人工的に自然を表現しようと
するとき、どれくらい再現が可能なのでしょうか。
何をどうがんばっても全く不自然で、非現実的なも
のにしかなりえないのか。これも「自然と人工」の
興味深い対比と言えそうです。
そういえば、「人工衛星」という言い方はします
が、冷凍庫の氷を「人工氷」とは言いません。日常
的に使っている言葉も、意識してみると、いろいろ
と発見がありそうです。
そんな「自然と人工」にまつわる話題を広範な分
野から集めたのが、本年度の公開講座です。様々な
話題、角度から皆様と共に考察していければと考え
ています。

挨拶 （12：35～12：40） 奥田暁代
慶應義塾常任理事

趣旨説明（12：40～12：50）
寺沢和洋
慶應義塾大学医学部助教
日吉キャンパス公開講座運営委員長

①

10/ 4
（土） 北斎とサイエンス

─幕末浮世絵師の事例より─

内藤正人
慶應義塾大学文学部教授
慶應義塾大学アート・センター所長

自然と人工で考える、身体活動・
運動・スポーツと健康

小熊祐子
慶應義塾大学スポーツ医学研究センター教授

10/25
（土）

女性型人造人間が登場する

フィクションから女性の人工美を
考える

新島進
慶應義塾大学経済学部教授

「地球」/「地表」を描く「地図」
―「地図の力」と「地図のレトリック」―

太田弘
日本地図学会評議員

元慶應義塾普通部教諭、学術博士

11/ 8
（土）

アオウミウシを育ててみた！
―自然を感じ、観察する―

林牧子
慶應義塾大学経済学部助教

物質・材料と自然・人工
井奥洪二
慶應義塾大学経済学部教授

大学自然科学研究教育センター元所長

11/15
（土）

米大陸を放射能汚染から救った
歯の抜けた子どもたちの物語

伊東英朗
ドキュメンタリー映画監督

11/29
（土）

資源植物×科学技術が切り拓く、
持続可能なゴムの未来

栗原恵美子
慶應義塾大学商学部助教

②
再生医療の現状と未来
─iPS細胞を用いた神経難病への挑戦─

岡野栄之
慶應義塾大学再生医療リサーチセンター教授
/センター長

特 典

募 集 対 象 社会人ほか

募 集 定 員 350名   ※先着順受付。定員に達し次第、受付を終了させていただきます。

会 場 

受 付 期 間 

受 講 料 

申 込 方 法 

申 込 受 付 

慶應義塾大学日吉キャンパス内

2025年９月１日（月）10時～９月17日（水）17時まで

10,000円〈全５日〉

教養研究センターホームページからお申し込みください。

申し込み受付後に、振込先情報をお知らせします。受講料の振込みをもって受講登

録完了となりますので、指定日までに受講料の振込みをお願いします。

期間中、日吉図書館をご利用いただけます。（貸し出しは不可。)全５日中、３日以上

出席の方に修了証の授与および慶應義塾大学教養研究センター選書（書籍）１冊を贈

呈いたします。

●個人情報の取扱い
慶應義塾大学教養研究センター主催「日吉キャンパス公開講座」受講にあたってお知らせいただいた個人

情報は、「日吉キャンパス公開講座」を含む同センターからのお知らせのみに利用し、慶應義塾ならびに講座運

営の委託を受けた受託業者が適正かつ責任を持って管理を行います。個人情報は、「慶應義塾個人情報保

護基本方針」および「慶應義塾個人情報保護規程」に基づき取扱います。

※やむを得ない事情により、講座内容・講演者・日程の変更、あるいは講座自体が休講となる場

合があります。

募集要項

2025年

10月4日(土)

▼

11月29日(土)
①

②

②

①

②

①, ②

①

自然と
人工

【
全
５
日
】

慶慶應應義義塾塾大大学学教教養養研研究究セセンンタターー

個人情報保護基本方針

https://www.keio.ac.jp/ja/privacy-policy/

慶應義塾個人情報保護規程

https://www.keio.ac.jp/ja/assets/download/privacy-

policy/index/keio-pip-regulations.pdf

URL: https://lib-arts.hc.keio.ac.jp

申込フォーム

講義日 講　師 テーマ

10 月  4 日（土）
3 時限目

内藤　正人（�慶應義塾大学文学部教授 
慶應義塾大学アート・セン
ター所長）

北斎とサイエンス 
─幕末浮世絵師の事例より─

4 時限目 小熊　祐子（�慶應義塾大学スポーツ医学研
究センター教授）

自然と人工で考える、身体活動・運動・スポーツと
健康

10 月 25 日（土）
3 時限目 新島　　進（慶應義塾大学経済学部教授） 女性型人造人間が登場する

フィクションから女性の人工美を考える

4 時限目 太田　　弘（�日本地図学会評議員、元慶應
義塾普通部教諭、学術博士）

「地球」/「地表」を描く「地図」
─「地図の力」と「地図のレトリック」─

11 月  8 日（土）

3 時限目 林　　牧子（慶應義塾大学経済学部助教） アオウミウシを育ててみた！
─自然を感じ、観察する─

4 時限目
井奥　洪二（�慶應義塾大学経済学部教授 

自然科学研究教育センター元
所長）

物質・材料と自然・人工

11 月 15 日（土） 3・4時限目 伊東　英朗（ドキュメンタリー映画監督） 米大陸を放射能汚染から救った歯の抜けた子どもた
ちの物語

11 月 29 日（土）

3 時限目 栗原恵美子（慶應義塾大学商学部助教） 資源植物×科学技術が切り拓く、持続可能なゴムの
未来

4 時限目
岡野　栄之（�慶應義塾大学再生医療リサー

チセンター教授 / センター
長）

再生医療の現状と未来
─ iPS 細胞を用いた神経難病への挑戦─
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た。「人工（物）」は、台風や地震などの自然現象を
乗り越えて、人間が生きるための術であり、これが

「人工」の原点だという見方もできるでしょう。
　一方で、人間を自然と対峙させず、人間も自然の
一部であるという考え方や、自然と人工が入り混
じったものを一つの要素として捉えることもできる
でしょう。例えば、生命の誕生、個の成長、医療等 
は、人工の力が自然の営みを支える、いわば自然と
人工が組み合わさった事例とも言えます。
　また、芸術や科学で人工的に自然を表現しようと
するとき、どれくらい再現が可能なのでしょうか。 
何をどうがんばっても全く不自然で、非現実的なも
のにしかなりえないのか。これも「自然と人工」の
興味深い対比と言えそうです。
　そういえば、「人工衛星」という言い方はします 
が、冷凍庫の氷を「人工氷」とは言いません。日常
的に使っている言葉も、意識してみると、いろいろ
と発見がありそうです。
　そんな「自然と人工」にまつわる話題を広範な分
野から集めたのが、本年度の公開講座です。様々な 

話題、角度から皆様と共に考察していければと考え
ています（テーマ概要はここまで）。

　各実施日・講演タイトル・講演者については別
表・ポスターを参照いただきたい。
　受講申し込みについては web 経由のみというコ
ロナ禍の手法を踏襲し、受講者はほぼ定員の 346 名
となった。2025 年度より受講料の値上げを実施し、
その影響が懸念されたものの、例年と同水準の受講
者数となった。受講生からのアンケート結果として
は、94％から「満足」との回答を得ることができ、
過去最高水準となった。今後もアンケート等の意見
を参考に、改善できる点は積極的に改善し、トレー
ドオフとなる要素については慎重に検討し、魅力あ
る統一テーマの設計に尽力し、日吉キャンパス・慶
應義塾の特徴を大いに活かし、身近なテーマから大
学の先端の研究開発の話題まで、分野横断的な講座
を今後も実施していきたいと考えている。
� （寺沢和洋）

小熊祐子氏講義風景 井奥洪二氏

林牧子氏 伊東英朗氏講義風景
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3 「創造力とコミュニティ」
研究会
─持続可能性の創造力

　「創造力とコミュニティ」研究会は、本年度で７
年目となる最終年度を迎えた。本研究会ではこれま
で、「創造力」と「コミュニティ」という二つの
テーマを軸に、人と人、人と自然、そして社会との
関わりについて多角的に考察してきた。最終年度と
なる本年度は、過去六年間の総括として、「持続性」
をキーワードに据え、自然との共存や他者との共存
を志向しながらコミュニティづくりや創造的活動を
実践している人々を招き、研究会を開催した。また
昨年度に引き続き「持続可能性」を大きなテーマと
しながら、本年度は特に「消費」という視点を重視
した。ここでいう消費とは単なる経済活動ではな
く、物を生産する過程で費やされる人々の労働力や
命、さらには自然環境そのものをも含む広い概念で
ある。同時に、国際的な文化活動の中で、人々が異
なる文化圏に入り込み、生活を共にしながら互いの
文化を「消費」することが、新たな創造や交流を生
み出す可能性についても考察した。さらに最終回で
は、「他者」として社会から切り離されがちな受刑
者に寄り添う教誨師を招き、人間の尊厳や共存につ
いて深く考える機会を設けた。
　すべての回で参加者と講師との間に活発な質疑応
答が行われ、大学生のみならず、小学生や中学生も
参加する世代横断的な研究会となった点も本年度の
大きな特徴である。

１�）自然との共存と動物たちのコミュニティ：シロ
アリに学ぶ

　第 30 回および第 33 回（2025 年９月 30 日と 12
月２日）では、シロアリ研究者である林良信氏（法
学部専任講師）を迎え、「すごいぞ！シロアリのコ
ミュニティ」「ますますすごいぞ！シロアリの底力」
を開催した。林氏は、真社会性昆虫であるシロアリ
たちが、それぞれ異なる役割を担いながら共同体を
形成していく仕組みについて解説した。実際に複数
種のシロアリを持参していただき、その生態を間近
で観察しながら説明が行われたことで、参加者は生
き物たちの個々の在り方を具体的に理解することが
できた。特に印象的だったのは、小学生たちが次々
と鋭い質問を投げかけ、それに大学生たちも刺激を
受けていたことである。第二回では、個体ごとの役
割の違いが単なる「分断」ではなく、多様性に基づ
く共存であることが強調され、人間社会を考える上
でも示唆に富む内容となった。

２）国際的な文化活動と文化交流
　第 31 回「ダンスで世界をつなぐ」（2025 年 10 月
７日）では、日本とベルリンを拠点に活動する多国
籍ダンスチーム MIMIZU を招き、国際的な文化交
流について考察した。彼らが重視しているのは、単
に作品を創造することではなく、互いの生活圏に入
り込み、その土地の日常を共に経験することであ
る。共に食べ、時間を過ごし、生活の感覚を共有す
ることが、創造の基盤となる。研究会では、異文化
理解とは知識の交換だけではなく、「生活」を共有
する身体的な経験であることが示された。また、本
研究会は教養研究センター助成によるワークショッ
プと連動して実施され、参加者たちは自らの身体や
日常感覚を持ち寄りながら、新たなコミュニティが
形成される過程を体験した。

　３）労働災害と人の命
　第 32 回「得我（描）くワタシとＩ do me するわ
たし」（2025 年 11 月４日）では、榊山美賛氏を迎
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え、労働災害と人の命について考えた。榊山氏は、
自身が事故により重い障害を負っただけでなく、息
子を労働災害で失う経験を通して、消費されてしま
う命や労働力の問題を語った。労働の現場では、利
益や効率の背後で人の命が失われることがある。し
かし、その責任が十分に問われない現実も存在す
る。榊山氏は、同じ悲しみを抱える人々とのつなが
りの中で、自ら失われたと思っていた「自分」を再
び見つめ直すようになったという。その姿は、コ
ミュニティが単なる支援の場ではなく、人が生き直
す場にもなりうることを示していた。

　４）動物の命と消費：野生との共存と消費
　第 34 回（2026 年１月 27 日）は、３年前に第 16
回目の研究会でお招きした、西伊豆でハンターとし
て生きる保苅優雅氏を再び招き、「自分の生き方を
自分で選ぶ〜野生とともに生きる〜」を開催した。
保苅氏はジビエを通して、人間と野生動物との関係
について発信を続けている。野生動物の肉には余分
な脂肪が少なく、その身体には自然の中で生き抜い
てきた痕跡が刻まれている。保苅氏は、「命をいた
だく」という行為を通じて、人間が自然とどのよう
に向き合うべきかを考える必要性を語った。また、
倫理的な狩猟や命への敬意についての話は、食肉の
世界にも見られる非倫理的な大量生産を見直す契機
ともなった。

５）「他者」に寄り添う：教誨師という役割
　最終回となる第 35 回「受刑者の言葉に耳を傾け
る〜教誨師として生きる〜」（2026 年２月３日）で
は、教誨師の田中英真氏を迎えた。英真氏は、教誨
師の役割とは諭すのでも諫めるのでもなく、相手を
丸ごと受け止め、寄り添うことであると語った。受
刑者の中には、自分の思いを言葉にできない人や、
他者とのつながりを経験してこなかった人も多い。
そのような人々に対し、ただ静かに向き合い続ける
ことが重要だという。「犯罪者」とは単なるラベル
にすぎず、その裏には自分と同じように一人の苦し
みを抱えた人間がいる。その視点は、「正義」とは
何か、「共存」とは何かを改めて問い直すもので
あった。中学生を含む参加者たちも熱心に耳を傾
け、活発に質問をしていた。

　７年間にわたる研究会を通じて浮かび上がったの
は、「共存」とは単なる理想ではなく、異なる他者
や自然、さらには苦しみを抱えた存在（それは私た
ち自身でもある）に向き合い続ける営みであるとい
うことである。そして創造力とは、そのような他者
との出会いの中からこそ生まれてくるものである。
本研究会は活動を通して、世代や立場を超えた対話
の場を築き、人間社会の新たな可能性を世代を超え
た参加者と探る実践の場でもあった。
� （横山千晶）
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1　慶應義塾大学教養研究センター規程

平成 14 年７月２日制定

　（設置）
第�１条　慶應義塾大学（以下，「大学」という。）
に，慶應義塾大学教養研究センター（Keio 
Research Center for the Liberal Arts。 以 下，
「センター」という。）を置く。
　（目的）
第�２条　センターは，多分野・多領域にまたがる内
外の交流・連携に基づく教養研究活動を推進およ
びこれに関する教育活動を行うことで，知の継承
と発展に貢献することを目的とする。
　（事業）
第�３条　センターは，前条の目的を達成するため
に，次の事業を行う。
　１�　教養研究を中心とした知の継承と拡大，発展

に資する研究活動
　２�　前号の事業に関する授業科目の設置と教育活

動
　３�　教養研究および教育活動に基づく学内外の交

流活動の企画，支援
　４�　教養研究および教育活動への助成および支援
　５�　教養研究および教育活動状況の把握と情報の

収集および発信
　６�　その他センターの目的達成のために必要な事

業
　（組織）
第�４条　①　センターに次の教職員を置く。
　１�　所長
　２�　副所長　若干名
　３�　所員　若干名
　４�　研究員　若干名
　５�　事務長
　６�　職員　若干名
②�　所長は，センターを代表し，その業務を統括す
る。
③�　副所長は，所長を補佐し，所長に事故あるとき
はその職務を代行する。
④�　所員は，原則として兼担所員とし，センターの
目的達成のために必要な研究および職務に従事す
る。
⑤�　研究員は，特任教員，研究員（有期）または兼
任研究員とし，所長の指示に従い研究に従事す
る。
⑥�　国内および国外の大学，専門研究機関からの派
遣研究者に関しては，別に訪問研究者を置くこと

ができる。
⑦�　事務長は，センターの事務を統括する。
⑧�　職員は，事務長の指示により必要な職務を行
う。
　（運営委員会）
第�５条　①　センターに運営委員会を置く。
②�　運営委員会は，次の者をもって構成する。
　１�　所長
　２�　副所長
　３�　事務長
　４�　大学各学部長
　５�　大学各学部日吉主任
　６�　日吉研究室運営委員長
　７�　日吉メディアセンター所長
　８�　日吉KIC を担当するKIC 所長，もしくは副

所長
　９�　体育研究所長
　10�　外国語教育研究センター所長
　11�　自然科学研究教育センター所長
　12�　日吉キャンパス事務長
　13�　その他所長が必要と認めた者
③�　委員の任期は，役職で選任された者はその在任
期間とする。その他の者の任期は２年とし，重任
を妨げない。ただし，任期の途中で退任した場
合，後任者の任期は前任者の残任期間とする。
④�　運営委員会は所長が招集し，その議長となる。
⑤�　運営委員会は，次の事項を審議する。
　１�　センター運営の基本方針に関する事項
　２�　センターの事業計画に関する事項
　３�　研究プログラムに関する事項
　４�　人事に関する事項
　５�　予算・決算に関する事項
　６�　コーディネート・オフィスに関する事項
　７�　その他必要と認める事項
　（コーディネート・オフィス）
第�６条　①　センターの事業活動を円滑かつ効率的
に遂行するために，運営委員会の下にコーディ
ネート・オフィスを置く。
②�　コーディネート・オフィスは，所長，副所長，
事務長およびコーディネーター若干名をもって構
成する。コーディネーターは，所長，副所長，事
務長とともに，センターの事業を推進する。
③�　コーディネート・オフィスは，必要に応じて委
員会を置き，センターの事業活動の一部を付託す
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ることができる。
　（特別委員会）
第�７条　運営委員会は，必要に応じて特別委員会を
置き，第５条第５項に定める審議事項の一部につ
いて審議を付託することができる。
　（教職員の任免）
第�８条　①　センターの教職員等の任免は，次の各
号による。
　１�　所長は，大学評議会の議を経て塾長が任命す

る。
　２�　副所長，所員および兼任研究員は，所長の推

薦に基づき，運営委員会の議を経て塾長が任命
する。

　３�　特任教員および研究員（有期）については，
「任免規程（就）（昭和 27 年３月 31 日制定）」
の定めるところによる。

　４�　訪問研究者については，「訪問学者に対する
職位規程（昭和 51 年８月 27 日制定）」の定め
るところによる。

　５�　事務長および職員については，「任免規程
（就）（昭和 27 年３月 31 日制定）」の定めると
ころによる。

　６�　コーディネーターは，所員および義塾職員の
中から，所長が推薦し，運営委員会が委嘱す
る。

②�　所長，副所長およびコーディネーターの任期は
２年とし，重任を妨げない。ただし，任期の途中
で退任した場合，後任者の任期は前任者の残任期
間とする。
③�　所員の任期は２年とし，重任は妨げない。
④�　兼任研究員の任期は，次条に定める研究プログ
ラムの研究期間とする。
　（研究プログラム）
第�９条　①　センターに次の研究プログラムを置
く。
　１�　基盤研究：専任教員が核となって展開する，

教養研究を中心とした共同研究
　２�　一般研究：センターが必要と認めた個人研究

または共同研究
　３�　特定研究：センターが企画，立案した研究
②�　研究プログラムの企画・募集・選定・管理・統
括等の詳細については，運営委員会で別に定め
る。

　（契約）
第 �10 条　①　外部機関等との契約は，慶應義塾の
諸規程等に則り行うものとする。

②�　学内機関等との契約は，運営委員会の議を経て
所長が行うものとする。
　（経理）
第 �11 条　①　センターの経理は，「慶應義塾経理規
程（昭和 46 年２月 15 日制定）」の定めるところ
による。

②�　センターの経費は，義塾の経費，委託研究資
金，国または地方公共団体等からの補助金，寄附
金およびその他の収入をもって充てるものとす
る。
③�　外部資金の取扱い等については，調達会計部の
定めるところによる。
　（規程の改廃）
第 �12 条　この規程の改廃は，運営委員会の審議に
基づき，大学評議会の議を経て塾長が決定する。

　　　附　則
①�　この規程は，平成 14 年７月１日から施行する。
②�　この規程は，施行後３年を目途に見直すものと
する。
　　　附　則（平成 17 年６月３日）
　この規程は，平成 17 年６月３日から施行する。
　　　附　則（平成 18 年５月９日）
　この規程は，平成 18 年５月９日から施行し，平
成 18 年５月１日から適用する。
　　　附　則（平成 20 年５月１日）
　この規程は，平成 20 年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成 20 年 11 月４日）
　この規程は，平成 20 年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成 21 年 12 月 15 日）
　この規程は，平成 21 年 10 月１日から施行する。
　　　附　則（平成 23 年３月 29 日）
　この規程は，平成 23 年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成 26 年 12 月５日）
　この規程は，平成 26 年４月１日から施行する。
　　　附　則（2020 年６月２日）
　この規程は，2020 年７月１日から施行する。
　　　附　則（2023 年９月 12 日）
　この規程は，2023 年 10 月１日から施行する。
　　　附　則（2024 年３月 29 日）
　この規程は，2024 年３月 29 日から施行する。
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2　運営委員会委員

2025 年 4月 1日～2026 年 3月 31 日在籍者
第 12 期（2023 年 10 月 1日～2025 年 9月 30 日）
第 13 期（2025 年 10 月 1日～2027 年 9月 30 日）

教養研究センター担当常任理事　
	 奥田　暁代
教養研究センター所長
	 片山　杜秀
教養研究センター副所長
	 高橋　宣也
	 鈴木　亮子
	 三原龍太郎
	 寺沢　和洋
教養研究センター事務長
	 佐藤　　朋
文学部長	 佐藤　孝雄
経済学部長	 駒形　哲哉（2025 年 9 月 30 日まで）
	 河井　啓希（2025 年 10 月 1 日から）
法学部長	 堤林　　剣（2025 年 9 月 30 日まで）
	 亀井源太郎（2025 年 10 月 1 日から）
商学部長	 牛島　利明（2025 年 9 月 30 日まで）
	 佐藤　　和（2025 年 10 月 1 日から）
医学部長	 金井　隆典（2025 年 9 月 30 日まで）
	 武林　　亨（2025 年 10 月 1 日から）
理工学部長	 村上　俊之
総合政策学部長
	 加茂　具樹
環境情報学部長
	 一ノ瀬友博
看護医療学部長
	 野末　聖香（2025 年 9 月 30 日まで）
	 永田　智子（2025 年 10 月 1 日から）
薬学部長	 有田　　誠
文学部日吉主任
	 市川　　崇
経済学部日吉主任
	 中野　泰志（2025 年 9 月 30 日まで）
	 山本　賀代（2025 年 10 月 1 日から）
法学部日吉主任
	 大久保教宏（2025 年 9 月 30 日まで）
	 鈴木　　透（2025 年 10 月 1 日から）
商学部日吉主任
	 段　　瑞聡（2025 年 9 月 30 日まで）
	 伏見　岳志（2025 年 10 月 1 日から）

医学部日吉主任
	 井上　浩義（2025 年 9 月 30 日まで）
	 藤猪　英樹（2025 年 10 月 1 日から）
理工学部日吉主任
	 小菅　隼人
薬学部日吉主任
	 大澤　匡範（2025 年 9 月 30 日まで）
	 大江　知之（2025 年 10 月 1 日から）
体育研究所所長
	 須田　芳正
日吉メディアセンター所長
	 横山　千晶（2025 年 9 月 30 日まで）
	 大出　　敦（2025 年 10 月 1 日から）
KIC 副所長／日吉地区
	 小林　宏充（2025 年 9 月 30 日まで）
KIC 所長／日吉地区
	 小林　宏充（2025 年 10 月 1 日から）
外国語教育研究センター所長
	 山下　一夫
自然科学研究教育センター所長
	 岡本　昌樹
日吉研究室運営委員会委員長
	 荒畑　靖宏
日吉キャンパス事務長
	 繁森　　隆（2025 年 10 月 31 日まで）
	 金子　康樹（2025 年 11 月 1 日から）
日吉学生部事務長
	 渡部　隆志
日吉メディアセンター事務長
	 関口　素子（2025 年 10 月 31 日まで）
	 河越　太郎（2025 年 11 月 1 日から）
日吉キャンパス事務センター課長
	 町出　夏樹
日吉行事企画委員会（HAPP）委員長
	 石井　　明
日吉キャンパス公開講座運営委員会委員長
	 寺沢　和洋
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3　組織構成員

2025 年４月１日～2026 年３月 31 日
所　員：188 名（2026 年３月 31 日現在）
所　長：片山杜秀（法）
副所長：高橋宣也（文）
	 　鈴木亮子（経）
	 　三原龍太郎（経）
	 　寺沢和洋（医）
コーディネーター： 
	 市川　崇（文）、徳永聡子（文）、西尾宇広（文）、
	 若澤佑典（文）、石井　明（経）、新島　進（経）、
	 大出　敦（法）、種村和史（商）、荒金直人（理）、
	 見上公一（理）、高田眞吾（理）、
	 神武直彦（SDM研究科）、
	 繁森　隆（日吉キャンパス事務長・2025年10月31日まで）、
	 金子康樹（日吉キャンパス事務長・2025年11月１日から）、
	 佐藤　朋（教養セ事務長）
広報担当：高橋宣也 （文）

日吉行事企画委員会（HAPP）
委員長：石井　明（経）
委員：高橋宣也（文）、津田眞弓（経）、大出　敦（法）、
	 竹内美佳子（商）、小菅隼人（理）、小林拓也（理）、
	 石手　靖（体研）、松本可愛（保セ）、
	 繁森　隆（日吉キャンパス事務長・2025年10月31日まで）、
	 金子康樹（日吉キャンパス事務長・2025年11月１日から）、
	 町出夏樹（運営サ）、中園裕子（運営サ）、
	 中尾悠乃（日吉学生部・2025年８月31日まで）、
	 柳井陸志（日吉学生部・2025 年９月１日から）、
	 関口素子（日吉メディアセ・2025年10月31日まで）、
	 河越太郎（日吉メディアセ・2025年11月１日から）、
	 吉沢亜季子（日吉メディアセ）、
	 冨田いづみ（教養セ・2025 年５月 31 日まで）、
	 菊地啓子（教養セ・2025 年６月１日から）

日吉キャンパス公開講座運営委員会
委員長：寺沢和洋（医）
　委員：高橋宣也 （文）、有川智己（経）、石井　明（経）、
	 酒井規史（商）、小菅隼人（理）、池田真弓（理）、
	 神武直彦（SDM研究科）、村松　憲（体研）、
	 繁森　隆（日吉キャンパス事務長・2025年10月31日まで）
	 金子康樹（日吉キャンパス事務長・2025年11月１日から）

庄内セミナー実行委員会
委員長：鈴木亮子（経）

委員：高橋宣也（文）、糟谷大河（経）、片山杜秀（法）、
	 小菅隼人（理）、鳥海奈都子（塾高）、
	 古川晴彦（塾高・2025 年 11 月 30 日まで）

小佐野彈寄附講座「アカデミック・スキルズ」運営
委員会
委員長：片山杜秀（法）
委員：高橋宣也 （文）、鈴木亮子（経）、三原龍太郎（経）、
	 寺沢和洋（医）

「生命の教養学」企画委員会（2025 年 12 月１日か
ら）
委員長：石川　学（商）
委員：西尾宇広（文）、有川智己（経）、三原龍太郎（経）、
	 林　秀光（法）、川上了史（理）、見上公一（理）

（株）コーエーテクモホールディングス寄附講座
「日吉学」運営委員会
委員長：片山杜秀（法）
委員：高橋宣也 （文）、鈴木亮子（経）、三原龍太郎（経）、
	 寺沢和洋（医）、大出　敦（法）

「日吉学」企画委員会
委員長：大出　敦（法）
委員：高橋宣也 （文）、安藤広道（文）、有川智己（経）、
	 片山杜秀（法）、阿久澤武史（塾高）、杵島正洋（塾高）、
	 髙橋　傑（普通部・2025 年 10 月１日から）、
	 都倉武之（福澤研究セ）

（株）コーエーテクモホールディングス寄附講座
「ゲーム学」運営委員会
委員長：片山杜秀（法）
委員：高橋宣也 （文）、鈴木亮子（経）、三原龍太郎（経）、
	 寺沢和洋（医）、新島　進（経）

「ゲーム学」企画委員会
委員長：新島　進（経）
委員：三原龍太郎（経）、 山下一夫（理）

（株）アカツキ寄附講座「エンターテインメントビ
ジネス論」運営委員会
委員長：片山杜秀（法）
委員：高橋宣也 （文）、鈴木亮子（経）、三原龍太郎（経）、
	 寺沢和洋（医）
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「エンターテインメントビジネス論」企画委員会
委員長：三原龍太郎（経）
委員：吉川龍生（経）、山下一夫（理）

アーチ（株）寄附講座「エンターテインメントビジ
ネス論」企画委員会
委員長：三原龍太郎（経）
　委員：吉川龍生（経）、山下一夫（理）

SMBC グループ寄附講座「金融リテラシー入門」
運営委員会
委員長：片山杜秀（法）
委員：高橋宣也 （文）、鈴木亮子（経）、三原龍太郎（経）、
	 寺沢和洋（医）

「金融リテラシー入門」企画委員会
委員長：片山杜秀（法）
委員：寺沢和洋（医）

教養研究センター事務局
	 佐藤　朋、池本晶子、高橋裕美、
	 冨田いづみ（2025 年５月 31 日まで）、
	 菊地啓子（2025 年６月１日から）
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	 資 料 編	

4　2025 年度の主な活動記録・予定

Date Events
4  2 日

14 日～7月 25 日
16 日

21 日
26 日
28 日
30 日
30 日

教養研究センター設置科目ガイダンス
「学び場」プロジェクト　春学期活動
情報の教養学　第１回：福井健策「わたしの声はわたしのもの？わたしの顔はわたしの
もの？〜デジタルレプリカの法律学入門」

第１回コーディネート・オフィス会議
学会・ワークショップ等開催支援　鳥の詩学シンポジウム
第１回所長・副所長会議
第１回運営委員会
読書会 晴読雨読⑭「アイデアの系譜学『思考のリズム感覚、論理のスタートダッシュ』」

5 10 日
11 日

14 日
14 日
14 日、16 日
18 日

21 日
24 日

26 日
30 日
31 日

HAPP企画 新入生歓迎行事　福澤諭吉と北里柴三郎─近代史上の慶應医学部─
学会・ワークショップ等開催支援　刊行記念ブックトーク「近代イギリスの動物史　歴
史学のアニマル・ターン」

情報の教養学　第２回：太田雅文「TODによるサステナブルな田園都市」
学会・ワークショップ等開催支援　公開シンポジウム「現代ベトナムを知る」
HAPP企画　ライブラリーコンサート 2025　春
学会・ワークショップ等開催支援　フランスにおけるマグレブ系「移民」映画『シャア
バの子供』上映会・作家アズーズ・ベガーグとの対談

HAPP企画 新入生歓迎行事　 今貂子舞踏公演『彗星』
基盤研究　文理連接プロジェクト第１回　ゲスト講演１「日本における人工妊娠中絶の
歴史と現状：過去、現在、そして未来へ」　冨岡薫

第２回所長・副所長会議
読書会 晴読雨読⑮「アイデアの系譜学『鳥たちの来襲？ 歌声・かたち・移動』」
学会・ワークショップ等開催支援　第９回総合危機管理学会学術大会

6  4 日

10 日
14 日
15 日

16 日
28 日

基盤研究 教養研究講演会 no.11 オウム真理教事件を通じて現代社会を見る─「抑圧され
たもの」の回帰のように

第 3回所長・副所長会議
みなさんmirai プロジェクト　南三陸の森を知る講演会（福澤育林友の会主催）
学会・ワークショップ等開催支援　観想研究ワークショップ・シリーズ　「なる」の
オートエスノグラフィー

第 2回コーディネート・オフィス会議
基盤研究　文理連接プロジェクト第 2回　ゲスト講演 2「ネットワーク：自然と人工の
インタラクション」　金子晋丈

7  5 日
 9 日
12 日
13 日

16 日

19 日
19 日、20 日

22 日

HRP2025 ─踊る日吉キャンパス─
情報の教養学　第３回：伊藤公平「慶應義塾で学ぶということ」
HAPP企画　日吉音楽祭 2025
HAPP 企画　古楽アカデミー・室内アンサンブル演奏会《バロック後期のドイツ室内楽
作品》

読書会 晴読雨読⑯「アイデアの系譜学『熱帯的感受性　ムシムシの彼岸にある言葉た
ち』」

基盤研究　文理連接プロジェクト第３回　「人工」についての論考の計画発表
学会・ワークショップ等開催支援　第 33 回日本経営倫理学会全国研究発表大会シンポ
ジウム

第４回所長・副所長会議

8  1 日
 7 日

 8 日～11 日
29 日～9月 1日

第３回コーディネート・オフィス会議
読書会 晴読雨読⑰「アイデアの系譜学『弱音の効用　フラジャイルなものの愛で方・接
し方』」

みなさんmirai プロジェクト　南三陸合宿
庄内セミナー

9  5 日
26 日
29 日

30 日

第２回運営委員会
第５回所長・副所長会議
みなさんmirai プロジェクト　2025 年度 活動報告会　─キャンパスで、現場へいくこ
との意味を考えよう─

創造力とコミュニティ研究会　 すごいぞ！シロアリのコミュニティ
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10 1 日、22 日、29 日、
11 月 12 日、12 月 10
日、2026 年 1 月 7 日、
14 日
4 日、25 日、11 月 8 日、
15 日、29 日
 4 日
13 日～1月 23 日
 7 日

12 日

20 日
22 日

28 日

実験授業「エンターテインメントビジネス特論」

日吉キャンパス公開講座

基盤研究　文理連接プロジェクト第４回　「人工」についての論考の中間発表１
「学び場」プロジェクト　秋学期活動
学会・ワークショップ等開催支援　チームMIMIZU来日メンバーによる身体ワーク
ショップ「私の身体と記憶をつなぐ」

古楽アカデミー・オーケストラ・小合唱／ヴェルニゲローデ放送合唱団青年部（ドイ
ツ）との合同・交流演奏会

第６回所長・副所長会議
情報の教養学　第４回：山中祥太「使いやすいユーザインタフェースのデザインを理論
的に研究する」

創造力とコミュニティ研究会　 ダンスで世界をつなく　東京⇔ベルリンパフォーマンス
プロジェクト　チームMIMIZUの挑戦

11 4 日

5 日

12 日

14 日
17 日
19 日

創造力とコミュニティ研究会　 得我（描）くワタシとＩ do me するわたし　〜命の伝
道師を目指す、新しい自分探しと自己選択の軌跡〜　

情報の教養学　第５回：山本龍彦「AI ×アテンション・エコノミーと人間の尊厳�
── SNS はあなたを幸福にしていますか？──」

読書会 晴読雨読⑱「アイデアの系譜学『お悩み相談の機微　マジメとユカイの間で泳
ぐ』」

第４回コーディネート・オフィス会議
第３回運営委員会
学会・ワークショップ等開催支援　国際シンポジウム：ウクライナの文化と教育─最前
線からの報告

12  2 日

 3 日
 4 日
 5 日
 6 日

 6 日
 8 日
 8 日～10 日
12 日

15 日～19 日

23 日

創造力とコミュニティ研究会　シロアリ企画第２弾　ますますすごいぞ！シロアリの底
力

情報の教養学　第６回：高道慎之介「音のAI を知り人間を知ろう」
読書会 晴読雨読⑲「アイデアの系譜学『＜間合い＞の研究　感じる近さと思考の遠さ』」
HAPP企画　新入生歓迎行事　ジェンダーレスなインプレッションメイク
学会・ワークショップ等開催支援　慶應義塾大学体育研究所・公社）全国大学体育連合
関東支部共催ワークショップ「ルーブリック作成と活用を考える ワークショップ&
ディスカッション」

基盤研究　文理連接プロジェクト第５回　「人工」についての論考の中間発表２
第７回所長・副所長会議
学会・ワークショップ等開催支援　Analytic Number Theory and Special Functions
HAPP 企画　新入生歓迎企画／教養の一貫教育Vol.11「永井荷風文学賞リレー講演会」Ⅰ
田中純氏×松浦寿輝氏×朝吹亮二氏

学会・ワークショップ等開催支援　日吉キャンパスにえがく夢　─第五校舎跡地から考
える持続可能なキャンパスライフ─　展覧会『憩いの場・日吉展』／シンポジウム
『憩いの場・日吉』
読書会 晴読雨読⑳「アイデアの系譜学『語学愛‼　あるいは学びへの憎しみ？』」

1  7 日
10 日
19 日
21 日

27 日
29 日
30 日

コレギウム・ムジクム・オーケストラ演奏会
古楽アカデミー・オーケストラ・小合唱演奏会
第 8回所長・副所長会議
HAPP企画　「新人Hソケリッサ！ことぶき多世代プロジェクト」SUPER STRANGER 
新人 Hソケリッサ！慶應義塾大学パフォーマンス

創造力とコミュニティ研究会　自分の生き方を自分で選ぶ～野生とともに生きる～
第 9回所長・副所長会議
読書会 晴読雨読㉑「アイデアの系譜学『動く・浮かぶ・静止するー体育からデザインに
いたる身体感覚ー』」

2  2 日
 3 日
 6 日
27 日
28 日

最終講義　横山千晶教授「存在の耐えられない軽さの跡を残す」
創造力とコミュニティ研究会　受刑者の言葉に耳を傾ける～教誨師として生きる～
アカデミック・スキルズ　プレゼンテーションコンペティション
第５回コーディネート・オフィス会議
基盤研究　文理連接プロジェクト第６回　「人工」についての論考の最終発表

3  5 日
25 日

27 日

第４回運営委員会
学会・ワークショップ等開催支援　戦争記憶研究会第３回シンポジウム 戦争記憶の
ギャップを乗り越える

第 10 回所長・副所長会議
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